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令和元年度

生涯学習・文化財行政の事業体系

岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課

 

                

 生涯学習・文化財行政の体系       

 第３期アクションプランの進捗状況 

 生涯学習文化財課 経営計画                

  １ 生涯学習の推進                                 

 ２ 家庭教育の支援                     

 ３ 青少年の学習活動の支援                   

 ４ 成人・高齢者の学習活動の支援                  

 ５ 社会教育の充実                         

 ６ 文化財の保護                          

  ７ 社会教育施設等の環境整備               

資料 1 
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令和元年度 生涯学習・文化財行政の体系 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県教育振興計画 

いわて県民計画 2019～2028 
Ⅰ 健康余暇  Ⅱ 家族・子育て  Ⅲ 教育 

～東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組みながら、 

     お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて～ 

2019年度～2023年度 
までの５年間 

計画 
期間 

 

岩手の教育をめぐる状況 

１ 岩手の教育の歩み 

・ 平成 18年の教育基本法の改正以降、社会全体での教育

改革が進行 

・ 教育振興運動や「いわて教育の日」などの取組の推進 

・ 学習定着度状況調査による「わかる授業」の実践 

・ 県立美術館、県立図書館の整備等 

・「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」の開催 

・ 平泉の文化遺産や橋野鉄鉱山の世界遺産登録 

２ 社会状況の変化 

・ 人口減少・少子化・高齢化の進行 

・ 急速な技術革新やグローバル化の進展 

・ 子どもを取り巻く社会経済的な課題の

表面化 

・ 地域間格差の拡大 

・ 東日本大震災津波からの復旧・復興 

 
 ３ 岩手県の教育の現状と課題 

学校教育 

 ○ 子どもたちをめぐる課題 

 ・ 授業力の向上や家庭学習の定着 

 ・ 情報社会に主体的に対応する力の育成 

 ・ 運動習慣の定着 

 ・ 特別支援教育における発達段階に応じた支援や指導 

 ・ いじめへの適切な対応 

・ 問題行動等の未然防止、早期発見・適切な対応   

 ○ 教職員のスキルの継承と負担の増加 

 ・ 働き方改革による「チームとしての学校」の推進 

 ○ 高校卒業後の進学や就職を取り巻く環境 

 ・ 大学入試制度改革への対応 

 ・ 地元定着の促進に向けたキャリア教育の充実 

○ 学校の統廃合や施設の老朽化 

・ 教育の質の保証と学ぶ機会の保障 

社会教育・家庭教育 

 ○ 家庭の状況変化 

 ・ 社会全体での教育力の向上 

 ○ 地域コミュニティの変化 

 ・ 教育振興運動や生涯学習による 

地域コミュニティの維持向上 

 ○ 人生 100年時代の到来 

 ・ 生涯にわたって学び続けられる環境づくり 

 ○ 文化芸術・スポーツへの関心の高まり 

 ・ 文化芸術やスポーツの推進と 

地域への愛着の醸成 
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○学校・家庭・地域

が連携するしくみづ

くり 

 

○多様な体験活動の

充実 

 

○地域学校協働活動

の推進 等 

 

 

 

 

○子育てや家庭教育

に関する学習活動支

援 

 

○電話やメール等に

よる相談体制の充実 

 

○子育て支援グルー

プのネットワークづ

くり 等 

 

 

 

○多様な学習機会の

充実 

 

○学びと活動の循環

による地域の活性化 

 

○社会教育の中核を

担う人材の養成・確

保と研修の充実 等 

 

 

 

○学校における特別

活動や文化部活動に

よる郷土芸能の継承 

 

○文化財の適切な保

存と継承 等 

社会教育・家庭教育 

学
校
と
家
庭
・地
域
と
の
協
働
の
推
進 

＜具体的な施策の内容＞ 

＜具体的な推進方策＞ 

子
育
て
支
援
や
家
庭
教
育
支
援
の
充
実 

生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り 

次
世
代
に
つ
な
げ
る
郷
土
芸
能
や 

文
化
財
の
継
承 

学びと絆で 夢と未来を拓き 社会を創造する人づくり 

  

 

目
指
す
姿 

社 会 教 育・家 庭 教 育 

県民が、主体的・相互的に連携し、助け合うことにより、家庭の教育力の向上に努

めるとともに、地域課題の解決に向けた取組や、文化芸術・スポーツ活動などへの参

加により、生涯を通じて楽しく学び、生き生きと生活しています。 

取組の 

視 点 

岩手だからこそできる教

育、やるべき教育の推進 

視
点
１ 

郷土に誇りと愛着を持つ心を育み、

岩手で、世界で活躍する人材を育成 

やるべき教育 

学びの場の復興

の更なる推進 

視
点
２ 

視
点
３ 
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１　豊かな心を育む教育の推進

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

小5；99.3 99.4 99.5 99.6 99.7 99.2

中2；90.0 90.2 90.4 90.6 90.8 95.0

高2；66.7 67.0 68.0 69.0 70.0 77.0

２　家庭・地域との協働による学校経営の推進

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０
教育振興運動各実践区等で全県共通課題の「情報メ
ディア」に関する活動に取り組んでいる割合

％ 19.7 40.0 60.0 70.0 80.0 73.8

３　生涯を通じた学びの環境づくり

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

生涯学習リーダーの登録者数（累計）　※１ 人 730 750 770 790 810 810

生涯学習に関する研修会等への参加者数　※２ 人 6,194 6,400 6,600 6,800 7,000 7,139

生涯学習情報提供システム利用件数（システムトップ
ページへのアクセス数）　※３

件 23,710 24,895 26,080 27,265 28,450 76,043

生涯学習・社会教育の推進に携わる関係職員の人材
育成事業の満足度（参加者満足度４段階評価A「大い
に満足」の割合）　※４

％ ― 80 80 80 80 80.9

ボランティア等のネットワークを図る研修会の満足度
（参加者満足度４段階評価A「大いに満足」の割合）　※
４

％ ― 80 80 80 80 86.7

４　文化芸術の振興

Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０

世界遺産が所在する市町数　※５ 市町村 1 2 2 2 3 2

いわて県民計画「第3期アクションプラン」の進捗状況

～生涯学習文化財課主要事業の指標～

指　　標　　名 単位
現状値
（Ｈ２６）

年度目標値 Ｈ30
実績値

児童生徒の読書者率の向上 ％

現状値とこれまでの増加状況を踏まえ、小５は毎年0.1ポイント、中２は毎年0.2ポイント、高2は毎年1ポイントの増加を目指すものであること

指　　標　　名 単位
現状値
（Ｈ２６）

年度目標値 Ｈ30
実績値

全県共通課題であることを踏まえ、期間前半は速やかな活動の広がりを目標とするために毎年20ポイントの増加を目指し、

期間後半は、地域ごとの教育課題解決に向けた取組の状況も踏まえ、毎年10ポイントの増加を目指すものであること。

指　　標　　名 単位
現状値
（Ｈ２６）

年度目標値 Ｈ30
実績値

※５・・・H27に釜石市（橋野鉄鉱山）、H30に一戸町（北海道・北東北の縄文遺跡群）が加わることを目指すものであること。

※１・・・毎年２０人の増加を目指すものであること。

※２・・・毎年200人の増加を目指すものであること。

※３・・・毎年1185件（現状値の５％）の増加を目指すものであること。

※４・・・毎年80％以上を目指すものであること。

指　　標　　名 単位
現状値
（Ｈ２６）

年度目標値 Ｈ30
実績値
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令和元年度 教育委員会事務局 生涯学習文化財課 経営計画 

 

１ 組織の基本目標 

○ 学校・家庭・地域住民等の連携・協働による社会教育の充実を図るとともに、学びの成果       

が地域で生かされる生涯学習の環境づくりに取り組みます。 

○ 郷土への誇りと愛着を深める歴史遺産の継承と伝統文化の振興が図られるよう、文化財の   

保護と文化財に対する地域住民の理解促進に取り組みます。 

 

２ 本年度の主要項目 

◆ 東日本大震災津波からの復興 

(1) 文化芸術環境の整備や伝統文化等の保存と継承 

〔重点事項〕 ① 復興に係る埋蔵文化財調査の推進及び市町村支援 

         ② 被災文化財の保存・管理支援 

(2) 社会教育・生涯学習環境の整備 

    〔重点事項〕 ① 社会教育施設の機能回復の支援 

② 地域コミュニティの復興支援 

③ 復興に向けた学びの機会の充実 

(3) スポーツ・レクレーション環境の復旧整備 

  〔重点事項〕 スポーツ・レクリエーション施設の機能回復 

 

◆「いわて県民計画（2019～2028）」及び「岩手県教育振興計画」の着実な推進 

    〔重点事項〕 ① 学校と家庭・地域との協働の推進 

           ② 子育て支援や家庭教育支援の充実 

           ③ 生涯にわたり学び続ける場づくり 

           ④ 次世代につなげる郷土芸能や文化財の継承 
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涯
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習
の

推
進

　

生
涯

学
習

に
関

す
る

施
策

の
総

合
的

な
企

画
及

び
推

進
に

関
す

る
こ

と
等

生
涯

学
習

の
施

策
に

関
す

る
重

要
事

項
の

調
査

審
議

所
掌

事
項

審
議

事
項

研
究

推
進

研
究

紀
要

発
刊

県
生

涯
学

習
推

進
研

究
発

表
会

令
和

２
年

　
２

月
６

日
（
木

）
　

　
～

７
日

（
金

）

生 涯 学 習 推 進

研 究 開 発 事 業

期
　

日
①

８
月

６
日

（
火

）
　

　
　

　
～

７
日

（
水

）
②

1
1
月

９
日

（
土

）
　

　
　

　
～

1
0
日

（
日

）
対

　
象

　
高

校
を

卒
業

し
て

い
な

い
な

ど
の

た
め

、
大

学
入

学
資

格
を

有
し

て
い

な
い

者
場

　
所

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

＊
要

項
は

県
が

配
布

＊
願

書
の

提
出

は
直

　
 接

国
へ

開
設

日
　

月
～

金

時
　

間
  
9
:0

0
～

1
7
:0

0

電
　

話
 0

1
9
8
 (
2
7
) 
4
5
6
3

担
　

当
　

専
門

職
員

等

調
査

内
容

　
市

町
村

の
生

涯
　

学
習

推
進

体
制

　
等

に
関

す
る

調
　

査

期
　

日
　

1
0
月

対
　

象
　

全
市

町
村生 涯 学 習 推 進 体 制 調 査

生 涯 学 習 情 報 提 供

シ ス テ ム 運 営 事 業

高 等 学 校 卒 業 程 度

認 定 試 験

生 涯 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 推 進 事 業

生 涯 学 習 電 話 相 談

「 マ ナ ビ イ コ ー ル 」

○
生

涯
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
の

一
元

化
・
再

構
築

化
・
デ

ー
タ

に
つ

い
て

は
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
に

一
元

化
・
各

教
育

事
務

所
単

位
で

の
相

談
業

務
は

継
続

○
生

涯
学

習
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

に
関

す
る

情
報

の
提

供
（
Ｈ

Ｐ
「
ま

な
び

ネ
ッ

ト
い

わ
て

」
に

掲
載

）

生
涯

学
習

推
進

体
制

の
充

実

○
Ｈ

Ｐ
「

ま
な

び
ネ

ッ
ト

い
わ

て
」

 
 
 
の

運
用

　
ア

　
指

導
者

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
　

　
　

 
情

報
　

イ
　

講
座

・
イ

ベ
ン

ト
情

報
　

ウ
　

団
体

・
グ

ル
ー

プ
情

報
　

エ
　

教
材

情
報

　
オ

　
施

設
情

報
　

カ
　

相
談

・
支

援
　

　
等

○
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

提
供

○
県

立
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
 
 
 
情

報
紙

発
行

岩 手 県 生 涯 学 習 審 議 会

委
　

員
　

学
識

経
験

者
等

　
　

1
6
人

会
  
議

:
  
  
①

７
月

1
8
日

（
木

）
  
  
②

１
月

2
8
日

（
火

）

※
社

会
教

育
委

員
会

議
と

同
日

開
催

本
部

会
議

　
知

事
等

各
部

局
長

1
5
人

幹
事

会
　

関
係

課
長

2
8
人

 調
整

主
幹

会
議

　
関

係
課

担
当

者
  
1
5
人

岩 手 県 生 涯 学 習

推 進 本 部

生
涯

学
習

の
普

及
奨

励
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２
　
家
庭
教
育
の
支
援

学
習

機
会

の
提

供
 

学
習

情
報

の
提

供
と
相

談
体

制
の

充
実

 

家
庭

教
育

 
支
援
体
制
整
備

 

効 果 的 な 学 習 機 会 の 提 供  

子
育

て
サ

ポ
ー

タ
ー

の
ス

キ
ル

ア
ッ
プ
と
支
援
関
係
者
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
に

よ
る

活
動

促
進

 

放
課
後
児
童
支
援
員

 
認

定
資

格
研

修
 

家 庭 教 育 手 帳 周 知  

家 庭 教 育 情 報 提 供  
★
国
庫
事
業

 

 ○
補
助
事
業

（
国

1
0
/
10
） 

（
国

 
1
/
3
）
 

 内
容

 

家
庭
教
育
支

援
に
関
す
る

学
習
機
会
の

提
供

 

    

★
国
庫
事
業

 

○
子
育
ち
・
親
育
ち
サ
ポ
ー
ト
サ
ロ
ン

 

目
的
 
子
育
て
中
の
保
護
者
、
関
係
者
の
学
習
機

 

  
 
  

 会
の
提
供
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

 

回
数
 
沿
岸
南
部
、
宮
古
、
県
北
教
育
事
務
所

 

 
 
 
管
内
各

1回
（
セ
ン
タ
ー
主
管
）

 

内
容
 
講
話
、
演
習
等

 

対
象
 
子
育
て
中
の
保
護
者
、
子
育
て
サ
ポ
ー

 

  
 
  

 タ
ー
、
子
育
て
支
援
関
係
者
、
市
町
村

 

  
 
  

 担
当
職
員
等

 

 ○
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援
実
践
セ
ミ
ナ
ー

 
  

内
容
 
市
町
村
の
実
態
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
家
庭

 

 
 
 
教
育
支
援
に
関
す
る
実
践
的
な
事
業
を
協

 

 
 
 
働
で
企
画
・
運
営
す
る
も
の

 

期
日
 

8月
2
2日

、
9月

30
日
、

10
月
21
日

 

 
 
 
（
セ
ン
タ
ー
主
管
）

 

対
象
 
希
望
す
る
市
町
村
生
涯
学
習
・
社
会
教
育

 

 
 
 
関
係
職
員
、
関
係
団
体
等

 

 ○
子
育
て
支
援
活
動
交
流
研
修
会

 

目
的
 
関
係
者
の
資
質
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

 

  
 
  

 成
 

回
数
 
推
進
セ
ン
タ
ー

1回
（
セ
ン
タ
ー
主
管
）

 

内
容
 
講
義
、
事
例
発
表
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

対
象
 
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、
行
政
担
当
職
員
、

 

  
 
  

 各
種
支
援
団
体
関
係
者
等

 

 ○
地
区
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

 

目
的
 
地
域
の
課
題
把
握
・
解
決
の
た
め
の

 

 
 
 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

 

回
数
 
教
育
事
務
所
管
内
各

1回
（
事
務
所
主
管

) 
 

内
容
 
管
内
の
課
題
に
基
づ
く
内
容

 

対
象
 
子
育
て
支
援
活
動
交
流
研
修
会
に
同
じ

 

 ○
い
わ
て
家
庭
教
育
・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
カ
フ
ェ

 

目
的
 
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上
・

 

 
 
 
活
動
促
進
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

 

期
日
 
令
和
元
年
1
1月

22
日
（
生
文
課
主
管
)
 

 

内
容
 
ト
ー
ク
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
カ

 

  
 
  

 フ
ェ

 

対
象
 
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
、
県
及
び
市
町
村

 

補
助
事
業
（
国

1/
2
、
県
1/

2
）

 

 ※
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正

(H
2
6.
4

月
）
に
伴
い
、
県
が
実
施
す
る
研
修
を
子

ど
も
子
育
て
支
援
課
と
共
催
で
開
催
し
共

働
き
家
庭
を
支
援
す
る
。

 

主
催

 
子
ど
も
子
育
て
支
援
課

 

共
催

 
生
涯
学
習
文
化
財
課

 

主
管

 
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

 

 ○
岩
手
県
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

研
修

 

期
日

 
６
月
～

11
月

 

（
 各

会
場

 
2日

間
×
２
回

 ）
 

会
場

 
４
会
場

 

 
 
・
県
央
会
場

 

 
 
 
雫
石
町
中
央
公
民
館

 
 

 

 
 
・
県
南
会
場

 

 
 
 
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

 

 
 
・
沿
岸
会
場

 

 
 
 
大
槌
町
中
央
公
民
館

 

 
 
・
県
北
会
場

 

 
 
 
県
北
青
少
年
の
家

 

内
容

 
講
義
、
演
習
等

 

 
 
 
（

1
6科

目
2
4時

間
程
度
）

 
 

対
象

 
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
で
従
事

 

  
  

  
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
方

 

  
  

  
ま
た
は
従
事
し
て
い
る
方

 

 
 

H
2
1
年
度
よ
り
Ｈ
Ｐ
掲
載
と
電
子
デ
ー

タ
配
布
の
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

周
知
の
徹
底
を
図
る
。

 

◆
事
務
所
単
位
で
の
校
長
会
で
の
周

知
、
市
町
村
担
当
者
を
通
じ
て
各
小

学
校
へ
周
知

 

 〔
家
庭
教
育
手
帳
乳
幼
児
編
〕 

＜
ﾄﾞ
ｷ
ﾄﾞ
ｷ
子
育
て
＞

 

・
妊
娠
期
～
乳
幼
児
の
親

 

 
対
象

 

 〔
家
庭
教
育
手
帳
小
学
生
（
低
学
年
～

中
学
年
）
編
〕
 

＜
ﾜ
ｸ
ﾜ
ｸ
子
育
て
＞

 

・
小
学

1
～

4
年
生
の
親
対
象

 

 〔
家
庭
教
育
手
帳
小
学
生
（
高
学
年
）

～
中
学
生
編
〕
 

＜
ｲ
ｷ
ｲ
ｷ
子
育
て
＞

 

・
小
学

5
、

6
年
生
及
び
中
学
生
の
親

対
象

 

★
国
庫
事
業

 

○
促
進
委
員
会
の
開
催

 

期
日

 
年

2
回
（
5
月

21
日
、

1
月

2
4日
） 

 

会
場

 
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

 

内
容

 
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に

 

 
 

 
 
よ
る
教
育
支
援
活
動
促
進
に

 

 
 

 
 
向
け
た
事
業
内
容
の
検
討
、

 

 
 

 
 
検
証
・
評
価
等
を
行
う
。

 

委
員

 
有
識
者
、
児
童
福
祉
関
係

 

 
 

 
 
者
、
教
育
係
等

 1
2
名

 

視
察

 
８
～
１
２
月

 

 ○
家
庭
教
育
・
子
育
て
支
援

 

 
 
担
当
者
研
修
会

 

目
的

 
行
政
担
当
者
等
の
ス
キ
ル

 

 
 

 
 
ア
ッ
プ

 

回
数

 
推
進
セ
ン
タ
ー
１
回

 

 
 

 
 
（
セ
ン
タ
ー
主
管
）
 

 

内
容

 
講
演
、
グ
ル
ー
プ
協
議

 

対
象

 
行
政
担
当
職
員
等

 

 ○
子
育
て
・
家
庭
教
育
相
談

 

 
 
担
当
者
研
修
会

 

目
的

 
電
話
相
談
担
当
者
等
の

 

 
 

 
 
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

 

回
数

 
推
進
セ
ン
タ
ー
２
回

 

 
 

 
 
（
セ
ン
タ
ー
主
管
）
 

 

内
容

 
講
話
、
講
義

 
対
象

 
電
話
相
談
担
当
者
等

 

 
 

 
 

 ○
各
青
少
年
の

家
 

 内
容

 

親
子
の
共
同
体

験
を
通
し
て
、

親
子
相
互
理
解

を
深
め
る
と
と
も

に
、
参
加
家
族

間
の
交
流
を
通

し
て
、
子
育
て

の
仲
間
づ
く
り
を

促
進
す
る
。

 
 

    

親 子 共 同 体 験 推 進 事 業  

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

 

★
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
主
管

 

 ◯
子
育
て
電
話
相
談

 

名
称
「
す
こ
や
か
ダ
イ
ヤ
ル
」 

・
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
や
不
安
に
つ
い

て
の
相
談
対
応
及
び
子
育
て
に
関
す
る

情
報
提
供

 

 ◯
子
育
て
メ
ー
ル
相
談

 

名
称
「
す
こ
や
か
メ
ー
ル
相
談
」 

・
携
帯
電
話
等
の
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
、
子

育
て
に
関
す
る
相
談
対
応

 

 ◯
「
す
こ
や
か
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
」
 

・
子
育
て
に
関
す
る
情
報
の
メ
ー
ル
配
信

（
毎
週
木
曜
日
午
後
） 

 ◯
「
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
家
庭
教
育
情
報
の
提
供
」
 

・
「
ま
な
び
ネ
ッ
ト
い
わ
て
」
を
活
用
し
た
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
（通
年
）
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３
　
青
少
年
の
学
習
活
動
の
支
援
①

子
ど
も
ゆ
め
基
金

子
ど

も
ゆ

め
基

金

子
ど
も
の
読
書
活
動
普
及
啓
発
事
業

 
期

日
　

１
月

1
5
日

（
水

）
 
場

所
　

小
田

島
組

☆
ほ

～
る

　
　

（
い

わ
て

県
民

情
報

交
流

セ
ン

タ
ー

）
 
対

象
　

運
動

関
係

者
、

県
民

　
等

 
内

容
　

「
み

ん
な

で
教

振
！

５
か

年
プ

ラ
　

　
　

　
ン

」
の

総
括

　
　

　
　

　
講

演
、

事
例

発
表

、
パ

ネ
ル

　
　

　
　

　
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
　

等

地
域
活
性
化
推
進
事
業

 
期

日
　

６
月

～
 
対

象
　

各
市

町
村

、
実

践
区

、
学

校
等

 
内

容
　

県
社

教
主

事
が

連
携

し
、

当
該

　
　

　
 
市

町
村

等
が

抱
え

る
課

題
の

把
 
 
 
 
 
 
 
握

や
、

実
態

に
応

じ
た

支
援

を
　

　
　

 
行

う
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
研
修
事
業

○
岩

手
県

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

　
計

画
【

第
４

次
】

の
周

知
・

普
及

 
・

各
種

会
議

、
研

修
会

等
に

お
け

る
　

 
周

知
○

ブ
ッ

ク
リ

ス
ト

「
い

わ
1
0
0
（

中
高

　
生

向
け

）
」

及
び

「
い

わ
1
0
0
き

っ
　

ず
（

小
学

生
向

け
）

」
の

活
用

促
進

 
・

小
学

１
年

生
及

び
中

学
１

年
生

へ
　

 
の

配
付

 
・

活
用

例
等

の
情

報
提

供

○
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

研
修

会
（

中
央

研
修

）
 
・

県
内

全
域

を
対

象
と

し
た

読
書

ボ
　

 
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

資
質

向
上

を
図

る
 
・

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

主
管

○
読

書
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

研
修

会
（

各
地

域
研

修
）

 
・

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
研

修
会

 
・

各
教

育
事

務
所

主
管

○
中

・
高

等
学

校
図

書
館

担
当

者
等

研
　

修
会

 
・

学
校

と
関

係
機

関
と

の
連

携
体

制
　

 
構

築
及

び
担

当
者

資
質

向
上

を
図

 
 
 
る

 
・

各
教

育
事

務
所

主
管

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業

教
　
育
　
振
　
興
　
運
　
動
　
充
　
実
　
事
　
業

青
少
年
の
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
事
業

青
少
年
健
全
育
成
連
携
事
業

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
体
制
整
備
事
業

推
　
進
　
幹
　
事
　
会

○
県

立
各

青
少

年
の

家
に

お
け

る
プ

ロ
　

グ
ラ

ム
開

発
 
・

特
色

あ
る

自
然

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
 
・

不
登

校
児

童
生

徒
等

対
応

プ
ロ

グ
ラ

 
　

ム
 
・

地
域

人
材

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
プ

　
 
ロ

グ
ラ

ム

若
者
女
性
協
働
推
進
室

・
青
少
年
育
成
県
民
会
議
連
携

○
い

わ
て

希
望

塾
 
・

期
日

：
1
1
月

２
～

４
日

 
・

場
所

：
陸

中
海

岸
青

少
年

の
家

他
 
・

内
容

：
知

事
講

話
　

　
　

　
　

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

　
　

　
　

　
ョ

ン
等

○
わ

た
し

の
主

張
岩

手
県

大
会

 
・

期
日

：
９

月
1
8
日

 
・

場
所

：
小

田
島

組
☆

ほ
～

る
　

　
　

　
　

（
い

わ
て

県
民

情
報

交
流

　
　

　
　

　
　

セ
ン

タ
ー

）
 
・

内
容

：
中

学
生

に
よ

る
意

見
発

表

○
わ

た
し

の
主

張
地

区
大

会
 
・

期
日

：
８

月
～

９
月

 
・

場
所

：
各

警
察

署
管

内
 
・

内
容

：
中

学
生

に
よ

る
意

見
発

表

○
情

報
メ

デ
ィ

ア
対

応
促

進
事

業
 
・

教
振

運
動

と
の

連
携

 
・

出
前

講
座

 
・

講
師

派
遣

に
係

る
情

報
提

供
 
・

相
談

窓
口

紹
介

○
立

入
調

査
 
・

不
健

全
図

書
立

入
調

査
 
・

月
1
回

実
施

○
い

わ
て

家
庭

の
日

 
・

家
族

・
親

子
の

ふ
れ

あ
い

を
啓

発
 
　

す
る

県
民

運
動

を
推

進
 
・

毎
月

第
３

日
曜

日

○
岩

手
県

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

　
委

員
会

（
6
月

1
9
日

、
1
月

3
1
日

）
 
・

県
全

域
に

お
け

る
推

進
方

針
検

討
 
・

推
進

状
況

の
評

価
　

等
○

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

体
制

整
備

　
事

業
（

各
地

域
事

業
）

 
・

各
地

区
に

お
け

る
推

進
体

制
の

整
備

 
・

各
教

育
事

務
所

主
管

○
岩

手
県

子
ど

も
の

読
書

状
況

調
査

　
対

象
期

間
：

1
0
月

１
日

～
3
1
日

　
調

査
対

象
：

県
内

の
公

立
小

学
校

５
　

　
　

　
　

　
年

生
・

中
学

校
２

年
生

　
　

　
（

義
務

教
育

学
校

５
年

・
８

年
）

市
町
村
担
当
者
研
修
会

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
教
育
振
興
運
動
推
進
研
修
会

い
わ
て
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
教
育
振
興
運
動
5
5
周
年
集
約
大
会

 
期

日
　

年
２

回
（

７
月

８
日

、
２

月
３

日
）

 
幹

事
　

教
委

1
3
名

＋
知

事
部

局
２

名
 
内

容
　

運
動

の
推

進
方

針
の

検
討

 
　

　
　

運
動

の
評

価
と

反
省

　 　
※

　
幹

事
に

よ
る

各
種

フ
ォ

ー
ラ

ム
・

　
　

　
研

修
会

の
視

察
を

実
施

 
期

日
　

５
月

1
5
日

（
水

）
 
場

所
　

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

 
対

象
　

市
町

村
担

当
者

、
実

践
区

リ
ー

 
 
 
　

　
ダ

ー
、

教
育

振
興

運
動

担
当

指
　

 
　

　
導

主
事

等
 
内

容
　

行
政

説
明

 
　

　
（

H
3
0
推

進
状

況
、

H
3
1
推

進
方

針
）

　
　

 
　

演
習

、
質

疑
応

答
　

等

 
期

日
　

６
月

～
７

月
 
場

所
　

各
教

育
事

務
所

管
内

 
対

象
　

学
校

関
係

者
（

小
中

義
務

務
教

育
 
　

　
　

学
校

は
１

名
悉

皆
）

、
P
T
A
関

係
 
　

　
　

者
、

教
育

委
員

会
関

係
者

、
学

校
 
　

　
　

運
営

協
議

会
委

員
、

運
動

関
係

 
　

　
　

者
、

そ
の

他
県

民
　

等
 
内

容
　

行
政

説
明

、
講

演
、

事
例

発
表

、
 
　

　
　

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

地
域
連
携
窓
口
教
員
の
位
置
づ
け
推
進

○
地

域
と

と
も

に
あ

る
学

校
づ

く
り

を
目

指
　

し
た

全
小

中
義

務
教

育
学

校
及

び
県

立
高

　
等

学
校

に
お

け
る

公
務

分
掌

上
の

位
置

づ
　

け
推

進
 
・

位
置

づ
け

率
調

査
の

実
施

 
・

地
域

と
と

も
に

あ
る

学
校

づ
く

り
推

進
 
　

フ
ォ

ー
ラ

ム
・

教
育

振
興

運
動

推
進

研
 
 
 
修

会
等

へ
の

参
加

奨
励

教
員
へ
の
周
知
・
研
修
強
化

○
各

教
育

事
務

所
で

実
施

す
る

公
立

小
中

学
　

校
の

初
任

者
研

修
（

2
年

研
）

及
び

教
職

　
1
0
年

研
修

等
に

お
い

て
、

学
社

連
携

・
融

　
合

、
教

育
振

興
運

動
等

の
趣

旨
の

理
解

を
　

図
る

　
・

指
導

主
事

と
社

会
教

育
主

事
が

連
携

し
　

　
て

実
施

周
　
知
・
啓
　
発

○
メ

ル
マ

ガ
の

配
信

と
Ｈ

Ｐ
へ

の
掲

載
○

教
振

に
係

る
ア

ン
ケ

ー
ト

の
実

施
○

初
任

研
（

２
年

研
）

・
1
0
年

研
に

よ
る

　
教

員
へ

の
啓

発
○

地
域

の
活

性
化

・
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
　

の
再

生
を

促
進

す
る

啓
発

活
動

○
ポ

ス
タ

ー
、

イ
メ

ー
ジ

ソ
ン

グ
に

よ
る

　
運

動
の

周
知
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３
　
青
少
年
の
学
習
活
動
の
支
援
②

★
国
庫
事
業

○
　
促
進
委
員
会
の
開
催

　
期
日
　
年
2回

（
5月

、
1月

）
　
内
容
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に

　
　
　
　
よ
る
教
育
支
援
活
動
の
推
進
に

　
　
　
　
係
る
事
業
内
容
の
検
討
、
事
業

　
　
　
　
の
検
証
・
評
価
等
を
行
う

　
委
員
　
教
育
関
係
者
、
保
健
福
祉
関
係

　
　
　
　
者
 1
2名

　
視
察
　
8月

～
12
月

○
　
指
導
者
等
合
同
研
修
会
の
開
催

　
期
日
　
年
３
回
（
6月

、
9月

、
12
月
）

　
場
所
　
6月

：
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
  
9月

：
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
  
　
12
月
：
(未

定
）

　
内
容
　
講
演
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
分
科

　
　
　
　
会
、
事
例
発
表
、
情
報
交
換

　
対
象
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
安
全
管

　
　
　
　
理
員
、
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

　
　
　
　
放
課
後
児
童
支
援
員
、
各
市
町

　
　
　
　
村
担
当
者
等

補
助

事
業

（
国

1
/
2
、

県
1
/
2
）

○
岩

手
県

放
課

後
児

童
支

援
員

認
定

資
格

研
修 　

主
催

　
子

ど
も

子
育

て
支

援
課

　
共

催
　

生
涯

学
習

文
化

課
　

主
管

　
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
　

期
日

　
7
月

～
1
2
月

　
　

　
　

（
各

会
場

　
2
日

間
×

2
回

）
　

会
場

　
県

北
青

少
年

の
家

　
　

　
　

大
槌

町
公

民
館

、
雫

石
公

民
館

　
　

　
　

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

　
対

象
　

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

等
で

従
事

し
　

　
　

　
て

い
る

方
ま

た
は

従
事

を
希

望
し

　
　

　
　

て
い

る
方

市
町

村
事

業

★
☆

国
庫

事
業

　
1
9
市

町
村

6
4
本

部
（

R
1
）

　 ①
目

的
　

地
域

全
体

で
学

校
教

育
を

支
援

す
る

た
め

、
学

校
と

地
域

と
の

連
携

体
制

の
構

築
を

図
り

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

多
様

な
形

態
の

教
員

支
援

を
お

こ
な

う
と

と
も

に
、

地
域

の
教

育
力

の
向

上
を

め
ざ

す
。

②
内

容
　

・
市

町
村

実
行

委
員

会
の

設
置

　
・

地
域

教
育

協
議

会
の

設
置

　
・

地
域

学
校

協
働

本
部

の
設

置
　

・
学

校
支

援
事

業
の

企
画

立
案

　
・

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
　

　
（

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

）
の

配
置

　
・

学
校

支
援

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
支

援
　

・
人

材
バ

ン
ク

の
作

成
等

（
注
）

★
・
・
・
被
災
者
支
援
総
合
交
付
金
事
業
「
仮
設

住
宅
の
再
編
等
に
係
る
子
供
の
学
習
支
援
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
復
興
支
援
事
業
」
構
成
事
業
と
し

て
実
施
（
国
1
0
/
1
0
）

☆
・
・
・
国
庫
事
業
「
学
校
・
家
庭
・
地
域
連
携

協
力
推
進
事
業
」
構
成
事
業
と
し
て
実
施
（
国

1
/
3
、
県
1
/
3
、
市
町
村
1
/
3
）

★
☆
国
庫
事
業

　
2
3
市

町
村

1
0
6
教

室
（

R
1
）

　 ○
　
運
営
委
員
会
の
開
催

　
内
容
　
市
町
村
に
お
け
る
放
課
後
児
童

　
　
　
　
対
策
の
策
定
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
の
確
保
、
事
業
運
営
方
法
の
検
討

　
委
員
　
行
政
、
学
校
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
　
　
　
ブ
、
社
会
教
育
、
児
童
福
祉
関
係

　
　
　
　
者
等

○
　
人
的
配
置

　
・
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

　
　
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
の
配
置

　
・
安
全
管
理
員
の
配
置

　
・
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
配
置

○
　
活
動
内
容

　
・
遊
び
の
場
の
設
置

　
・
体
験
の
場
の
設
置

　
・
交
流
の
場
の
設
置

　
・
学
び
の
場
の
設
置

　
・
生
活
の
場
の
確
保

※
市
町
村
単
独
事
業
と
し
て
実
施

　
　
北
上
市
3教

室

学
校
と
地
域
の
協
働
推
進
事
業

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
推
進
事
業

（
放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
の
居
場
所
確
保
）

中
高
生
の
学
習
支
援
等

（市
町
村
・N
P
O
団
体
等
と
の
連
携
事
業
）

い
わ
て
地
域
学
校
連
携
促
進
事
業

県
事

業
県

　
事

　
業

子
ど

も
子

育
て

支
援

課
共

催
事

業
（

再
掲

）
★

国
庫

事
業

○
地

域
人

材
を

活
用

し
、

学
校

・
社

会
教

育
施

設
・

仮
設

住
宅

集
会

所
等

を
会

場
に

被
災

地
に

お
け

る
中

高
生

の
学

習
支

援
等

を
推

進
 
(
沿

岸
５

市
町

村
）

※
（

一
社

）
子

ど
も

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

い
わ

て
に

補
助

・
地
区
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
」
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

　
期
日
：
各
教
育
事
務
所
と
調
整

　
場
所
：
各
教
育
事
務
所
管
内

　
内
容
：
行
政
説
明
、
実
践
事
例
発
表

　
　
　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等

・
教
育
委
員
会
説
明
会

　
期
日
：
各
市
町
村
教
育
委
員
会
と
調
整

　
場
所
：
各
市
町
村
庁
舎
内

　
内
容
：
国
お
よ
び
県
施
策
の
説
明

・
地
域
学
校
連
携
・
協
働
推
進
支
援
事
業

　
期
日
：
通
年

　
場
所
：
各
市
町
村
、
学
校
、
地
区
等

　
内
容
：
指
導
主
事
・
社
教
主
事
が
連
携

し
、
各
町
村
等
が
抱
え
る
課
題
解
決
の
た
め

の
事
業
等
に
対
し
、
要
請
に
応
じ
て
チ
ー
ム

に
よ
る
支
援
を
実
施
す
る
。

・
社
会
教
育
施
設
の
有
効
活
用

　
期
日
：
通
年

　
場
所
：
各
青
少
年
教
育
施
設
等

　
内
容
：
社
会
教
育
施
設
を
活
用
し
た
授
業

の
取
組
事
例
を
収
集
・
紹
介
す
る
。

・
地
域
学
校
連
携
・
協
働
推
進
モ
デ
ル
指
定

研
究
事
業

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
の
導
入
等
、
地
域
学
校
の
連

携
・
協
働
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
う
と
と
も
に
そ
の
成
果
を
普
及
啓
発
す

る
。

★
国

庫
事

業
○

促
進

委
員

会
の

開
催

　
期

日
　

年
2
回

（
5
月

、
2
月

）
　

内
容

　
・

事
業

内
容

の
検

討
　

　
　

　
・

実
施

後
の

評
価

 
 
 
 
 
 
 
 
・

検
証

等
　

委
員

　
教

育
関

係
者

、
行

政
関

係
等

 
1
2
名

　
視

察
　

8
～

1
2
月

○
地

域
学

校
協

働
活

動
推

進
員

（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）

研
修

（
養

成
、

基
礎

、
応

用
）

の
開

催
〇

子
供

の
学

び
を

支
え

る
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

○
学

校
と

地
域

の
協

働
の

た
め

の
研

修
会

　
場

所
　

生
涯

学
習

推
進

セ
ン

タ
ー

　
内

容
　

講
演

、
事

例
発

表
、

情
報

交
換

等
　

対
象

　
地

域
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

 
 
 
 
 
 
 
 
地

域
連

携
窓

口
教

員
、

 
 
 
 
 
 
 
 
市

町
村

担
当

者
等

○
事

業
の

周
知

・
事

例
紹

介
・

Ｈ
Ｐ

へ
の

事
例

掲
載

等
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４
 
 
成

人
・

高
齢

者
の

学
習

活
動

の
支

援

○
各
教
育
事
務
所
と
地
域
視
聴
覚
教

育
協
議
会
等
が
連
携
し
て
開
催

　
ア
　
テ
キ
ス
ト
の
作
成
、
印
刷

　
　
　
（
生
涯
学
習
文
化
財
課
）

　
イ
　
技
術
講
習
、
各
種
登
録
事
務

　
　
　
（
各
教
育
事
務
所
）

　
ウ
　
事
業
周
知
、
運
営

　
　
　
（
各
教
育
事
務
所
、
各
協
議

　
　
　
会
等
）

○
Ｈ
Ｐ
「
ま
な
び
ネ
ッ
ト
い
わ
て
」

　
の
運
用

　
ア
　
指
導
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
情
報

　
イ
　
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

　
ウ
　
団
体
・
グ
ル
ー
プ
情
報

　
エ
　
教
材
・
施
設
・
新
聞
記
事

　
　
　
情
報

　
オ
　
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー

○
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
提
供

　
ア
　
マ
ナ
ビ
ィ
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

　
イ
　
子
育
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

○
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
情
報
発
行

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
講

座

生
涯
学
習
関
係
職
員
等
に

不
可
欠
な
実
践
的
対
人
ス

キ
ル
の
向
上
を
図
る
研
修

学
校
と
地
域

の
連
携
・
協
働

研
修
会

学
校
・
地
域
関
係
者
を
対

象
に
、
地
域
学
校
協
働
活

動
の
理
解
を
通
し
て
学
校

と
地
域
の
連
携
の
充
実
を

図
る
研
修

広
報
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
講

座

魅
力
的
か
つ
効
果
的
な
周

知
・
広
報
活
動
に
関
す
る

研
修

事
業
プ
ロ
グ
ラ

ム
企
画
運
営

研
修
講
座

公
民
館
や
地
区
セ
ン
タ
ー

等
で
実
施
す
る
事
業
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
に
関

す
る
研
修

1
6
m
m
映
写
機

操
作
技
術
講
習
会

学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
Ｈ
Ｐ
掲
載

・
世
代
間
交
流
や
青
少
年
関
連

事
業
、
学
校
支
援
活
動
、
子
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
、
教
育
振

興
運
動
等
へ
の
高
齢
者
の
参
加

促
進
及
び
活
動
状
況
の
県
民
へ

の
事
例
周
知
等

現 代 的 課 題 対 応 プ ロ グ ラ

ム 促 進 事 業

教 育 メ デ ィ ア

利 用 促 進 事 業

生 涯 学 習 情 報 提 供

シ ス テ ム 運 営 事 業

高 齢 者 の 学 習 活 動 支 援 ・

活 用 の 場 の 情 報 提 供 等

（ 再 掲 ）
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５
　
社
会
教
育
の
充
実

（
再

掲
）

家
庭

教
育

・
子

育
て

支
援

実
践

セ
ミ
ナ

ー

復
興

支
援

セ
ミ
ナ

ー

広
報

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

講
座

北
海

道
・北

東
北

４
県

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

職
員

交
流

研
修

会

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
者

・
有

志
指

導
者

研
修

家
庭

教
育

・
子

育
て

支
援

担
当

者
研

修
会

読
書

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

会

・
要

請
研

修

学
校

と
地

域
の

連
携

・
協

働
研

修
会

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

員
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
）研

修
会

随
時

研
修

（
通

年
）
、

出
前

研
修

（
講

師
派

遣
）

地
域

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

推
進

リ
ー

ダ
ー

研
修

岩
手

県
生

涯
学

習
推

進
研

究
発

表
会

男
女

共
同

参
画

推
進

フ
ォ

ー
ラ

ム
・
そ

の
他

「
い

わ
て

マ
ナ

ビ
ィ

マ
ガ

ジ
ン

」
の

配
信

子
ど

も
の

ま
な

び
を

支
え

る
セ

ミ
ナ

ー

【
独

立
行

政
法

人
　

国
立

女
性

教
育

会
館

】
　

　

「
チ

ー
ム

社
教

」
推

進
事

業

　
・
大

槌
町

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
大

槌
町

）

メ
デ

ィ
ア

教
育

指
導

者
講

座

○
県

社
会

教
育

主
事

等
で

チ
ー

ム
を

編
成

し
、

市
町

村
の

生
涯

学
習

・
社

会
教

育
行

政
の

支
援

を
行

う
。

・
市

町
村

の
社

会
教

育
事

業
や

社
会

教
育

施
設

等
の

実
態

把
握

及
び

支
援

方
策

の
検

討
・
 市

町
村

各
地

域
の

課
題

把
握

及
び

支
援

方
策

の
検

討
・
 市

町
村

・
各

地
域

の
課

題
解

決
の

支
援

　
・
岩

泉
町

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
岩

泉
町

）

人
的

体
制

の
充

実

　
・
二

戸
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
二

戸
市

）

放
課

後
児

童
支

援
員

認
定

資
格

研
修

　
・
山

田
町

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
山

田
町

）

博
物

館
学

芸
員

専
門

講
座

　
・
久

慈
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
久

慈
市

）

子
育

ち
・
親

育
ち

サ
ポ

ー
ト
サ

ロ
ン

・
教

育
振

興
運

動
な

ど
生

涯
学

習
・
社

会
教

育
に

関
す

る
最

新
ト
ピ

ッ
ク

を
月

２
回

配
信

。

　
・
宮

古
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
宮

古
市

）

市
町

村
に

お
け

る
社

会
教

育
施

設
の

災
害

復
旧

へ
の

支
援

　
※

　
国

庫
補

助
事

業
　

　
　

　
　

・
現

地
調

査
　

　
・
交

付
申

請
　

　
・
交

付
決

定
　

　
　

　
　

・
額

の
確

定
　

　
・
前

金
払

、
精

算
払

　
【
該

当
市

町
】

　
　

　
　

　
・
陸

前
高

田
市

　
　

・
大

槌
町

　
・大

船
渡

市
視

聴
覚

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

（大
船

渡
市

）

学
芸

員
等

在
外

派
遣

研
修

公
立

社
会

教
育

施
設

災
害

復
旧

事
業

（
奥

州
市

等
）

図
書

館
地

区
別

研
修

（
北

日
本

）

社
会

教
育

主
事

講
習

の
受

講
促

進
社

会
教

育
主

事
の

配
置

促
進

放
課

後
子

ど
も

総
合

プ
ラ

ン
指

導
者

合
同

研
修

会

全
国

博
物

館
長

会
議

　
・
遠

野
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
遠

野
市

）

子
育

て
支

援
活

動
交

流
研

修
会

岩
手

県
地

域
視

聴
覚

教
育

協
議

会
専

任
職

員
等

研
修

会

新
任

図
書

館
長

研
修

岩
手

県
ユ

ネ
ス

コ
協

会
連

盟
　

・
北

上
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
北

上
市

）

美
術

館
を

活
用

し
た

鑑
賞

教
室

の
充

実
の

た
め

の
指

導
者

研
修

  
・
釜

石
市

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（
釜

石
市

）
社

会
教

育
主

事
専

門
講

座

　
・
県

南
第

一
地

域
視

聴
覚

教
育

協
議

会

博
物

館
長

研
修

岩
手

県
子

ど
も

会
育

成
連

合
会

 
　

・西
和

賀
町

視
聴

覚
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

（西
和

賀
町

）

公
民

館
職

員
専

門
講

座

(一
社

)岩
手

県
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
  

  
  

  
  

 　
　

　
　

　
　

　
　

 　
　

  
（
盛

岡
市

等
）

岩
手

県
社

会
教

育
連

絡
協

議
会

（
花

巻
市

）

図
書

館
司

書
専

門
講

座

岩
手

県
高

等
学

校
Ｐ

Ｔ
Ａ

連
合

会
　

・
花

巻
市

立
花

巻
図

書
館

視
聴

覚
教

育
ラ

イ
ブ

ラ
リ
ー

【
文

部
科

学
省

、
社

会
教

育
実

践
セ

ン
タ

ー
等

】

都
市

社
会

教
育

主
管

課
長

会
議

　
・
第

１
回

  
4
/
4
～

5
　

・
第

２
回

　
1
0
/
2
9

  
  
  
  
  
  
  
  
 ～

3
0

　
・
第

３
回

　
2
/
1
2

　
・
奥

州
市

　
・
7
/
2
3
～

2
4

地
域

教
育

力
を

高
め

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ミ
ナ

ー

市
町

村
主

管
課

長
会

議

人
づ

く
り

・
地

域
づ

く
り

関
係

職
員

等
研

修
講

座

全
国

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

等
研

究
交

流
会

事
業

担
当

者
の

た
め

の
評

価
研

修
会

子
育

て
・
家

庭
教

育
相

談
担

当
者

研
修

会

　
・
各

教
育

事
務

所
　

・
４

～
５

月
岩

手
県

国
公

立
幼

稚
園

・こ
ど

も
園

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

絡
協

議
会

　
・
盛

岡
教

育
事

務
所

管
内

教
育

振
興

協
議

会

事
業

プ
ロ

グ
ラ

ム
企

画
運

営
研

修
講

座

特
定

非
営

利
活

動
法

人
岩

手
県

地
域

婦
人

団
体

協
議

会

日
本

ボ
ー

イ
ス

カ
ウ

ト
岩

手
連

盟

　
・
県

立
図

書
館

視
聴

覚
資

料
団

体
貸

出
部

門
　

図
書

館
等

初
任

職
員

研
修

会

市
町

村
職

員
専

門
研

修

・
全

市
町

村
対

象
　

1
0
/
１

現
在

で
　

調
査

・
集

計
は

、
生

涯
　

学
習

推
進

セ
ン

　
タ

ー
岩

手
県

青
年

団
体

協
議

会

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

研
修

講
座

図
書

館
職

員
・
図

書
館

協
議

会
委

員
合

同
研

修
会

【
構

成
1
0
団

体
】

　
　

（
視

聴
覚

ラ
イ

ブ
ラ

リ
ー

）
　

　
（
県

立
図

書
館

）

【
県

立
図

書
館

関
係

】

新
任

図
書

館
長

等
研

修
会

岩
手

県
社

会
教

育
関

係
団

体
連

絡
協

議
会

セ
ン

タ
ー

長
・
公

民
館

長
・
主

幹
課

長
等

セ
ミ
ナ

ー

ガ
ー

ル
ス

カ
ウ

ト
岩

手
県

連
盟

　
・
第

２
回

　
 1

/
2
8

【
社

会
教

育
主

事
講

習
】

指
導

体
制

の
充

実

県
社

会
教

育
主

事
等

会
議

【
生

涯
学

習
推

進
セ

ン
タ

ー
関

係
】

【
総

括
団

体
】

・
弘

前
大

学
　

・
国

社
研

Ａ
・
Ｂ

・
市

町
村

職
員

・
関

係
職

員
研

修

新
任

生
涯

学
習

関
係

職
員

研
修

講
座

社
会

教
育

指
導

員
・地

域
づ

く
り

関
係

職
員

等
研

修
講

座

社
会

教
育

施
設

の
整

備
充

実

諸
会

議
の

開
催

社
会

教
育

関
係

職
員

研
修

の
充

実
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
助
成

社
会

教
育

基
本

調
査

県 立 図 書 館 の

管 理 運 営

県 立 青 少 年 の 家

管 理 運 営

視 聴 覚 ラ イ ブ ラ リ ー の

整 備 充 実

県
社

会
教

育
委

員
会

議

　
・
第

１
回

　
 7

/
1
8
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６
　
文
化
財
の
保
護

文
化

財
の

保
存

と
管

理
埋

蔵
文

化
財

の
保

護
文
化
財
の

積
極
的
な
活
用

平
泉
文
化
の
調
査
研
究
の

推
進

と
情

報
発

信
世

界
遺

産
登
録
の
推
進

文 化 財 保 護 審 議 会

文 化 財 指 定 推 進 調 査 事 業

文 化 財 パ ト ロ ー ル 事 業

文 化 財 保 存 管 理 事 業

史 跡 等 公 有 化 事 業

平 泉 文 化 研 究 機 関

整 備 推 進 事 業

世 界 遺 産 登 録 推 進 事 業

カ モ シ カ 特 別 対 策 事 業

銃 砲 刀 剣 類 登 録 事 業

県 内 遺 跡 発 掘 調 査 事 業

埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地

周 知 事 業

（ 遺 跡 基 本 台 帳 等 整 備 ）

埋 蔵 文 化 財 緊 急 発 掘 調 査 事 業

農 業 基 盤 整 備 関 連 埋 蔵 文 化 財

発 掘 調 査 事 業

県 立 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー

管 理 運 営

民 俗 芸 能 伝 承 促 進 事 業

柳 之 御 所 遺 跡

整 備 調 査 事 業

柳 之 御 所 遺 跡

土 地 公 有 化 事 業

期
日

 年
間

対
象

 史
跡

柳
之

御
所

遺
跡

内
容

・
史

跡
公

園
の

運
営

、
管

理 ・
史

跡
整

備
の

た
め

の
工

事 ・
柳

之
御

所
遺

跡
発

掘
調

査
・
調

査
整

備
指

導
委

員
会

の
開

催

対
象

 地
権

者

内
容

 柳
之

御
所

遺
跡

内
に

残
る

民
有

地
の

公
有

化

※
Ｒ

１
年

度
は

休
止

委
員

 学
識

経
験

者
等

1
1
人

会
議

  
年

2
回

期
日

 年
間

場
所

 県
下

一
円

対
象

 県
指

定
文

化
財

候
補

物
件

内
容

 県
指

定
候

補
物

件
等

の
調

査

期
日

 年
間

場
所

 県
下

一
円

対
象

 指
定

文
化

財
及

び
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地

内
容

  
1
4
名

の
文

化
財

保
護

指
導

員
に

よ
る

文
化

財
パ

ト
ロ

ー
ル

 保
存

、
修

理
の

経
費

の
一

部
助

成 [国
指

定
]

・
史

跡
等

の
保

存
整

備
5

件 [県
指

定
]

・
有

形
文

化
財

の
保

存
・

修
理

等
3
件

 史
跡

等
の

土
地

買
上

げ [国
指

定
]

・
指

定
史

跡
等

の
土

地
買

上
げ

所
掌

事
項

 本
県

の
文

化
財

の
適

正
な

保
存

と
活

用
を

図
る

た
め

、
専

門
的

な
意

見
を

徴
す

る
。

期
日

 
年

間

場
所

 
各

市
町

村

内
容

 
記

録
保

存
調

査
及

び
現

地
確

認
調

査

期
日

 年
間

内
容

　
県

営
ほ

場
整

備
事

業
等

に
伴

う
発

掘
調

査
等

対
象

 県
立

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー

内
容

・
一

般
管

理
費 ・
研

修
・
調

査
研

究
・
普

及
啓

発

期
日

 1
2
月

場
所

 盛
岡

市
対

象
 青

少
年

・
成

年
団

体
内

容
 民

俗
芸

能
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

の
開

催

期
日

 年
間

対
象

・
大

規
模

開
発

事
業

計
画

策
定

地
域

が
重

点
・
国

・
県

開
発

事
業

関
連

の
分

布
・

試
掘

調
査

に
つ

い
て

実
施 内

容
 現

地
確

認
調

査
・
試

掘
調

査

期
日

 年
間

内
容

　
岩

手
県

遺
跡

台
帳

の
加

除
訂

正
・

開
発

計
画

と
の

調
整

を
図

る
た

め
の

現
地

確
認

期
日

 年
間

内
容

・
忌

避
剤

塗
布

等
補

助
・
通

常
調

査
の

実
施

（
北

奥
羽

山
系

、
南

奥
羽

山
系

、
北

上
山

地
）

登
録

審
査

会 県
庁

1
2
F
特

別
会

議
室

 年
6
回

 奇
数

月
の

2
0
日

（
休

日
等

の
場

合
は

翌
日

等
）

対
象

 銃
砲

刀
剣

類
の

発
見

者
等

内
容

 審
査

登
録

事
務

期
日

 年
間

対
象

 県
民

内
容

・
平

泉
文

化
研

究
に

係
る

調
査

研
究

・
平

泉
文

化
フ

ォ
ー

ラ
ム

の
開

催
。

Ｒ
１

年
度

の
文

化
フ

ォ
ー

ラ
ム

は
1
0
年

間
の

研
究

総
括

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

（
1
1
/
3
0
、

一
関

市
で

開
催

予
定

）

内
容

(平
泉
）

・
拡
張
に
よ

る
追
加
登

録
へ
の
対

応 ・
保
存
管
理

・
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
作

成
・
改
定
、

児
童
生
徒

へ
の
普
及

啓
発

(明
治
日
本
）

・
保
存
管
理

活
用
の
推

進
・
支
援

（
縄
文
）

・
推
薦
書
原

案
の
改
定

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
所
管
） 

 
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
所
管
） 
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７
　
社
会
教
育
施
設
等
の
環
境
整
備

内
　

容

・施
設

等
の

維
持

管
理

・展
示

事
業

の
実

施

・研
究

研
究

の
実

施

・県
民

に
対

す
る

教
育

普
及

活
動

事
業

の
実

施

・指
定

管
理

者
に

よ
る

自
主

事
業

等

内
　

容

・施
設

等
の

維
持

管
理

・展
示

事
業

の
実

施

・調
査

研
究

の
実

施

・県
民

に
対

す
る

教
育

普
及

活
動

事
業

の
実

施
　 ・指

定
管

理
者

に
よ

る
自

主
事

業
等

内
　

容

・施
設

等
の

維
持

管
理

・研
修

事
業

の
実

施

　
　

青
少

年
の

健
全

育
成

　
　

指
導

者
の

養
成

　
　

実
施

団
体

の
要

請

　 ・指
定

管
理

者
に

よ
る

自
主

事
業

等

内
　

容

・施
設

等
の

維
持

管
理

・研
修

事
業

の
実

施

　
　

青
少

年
の

健
全

育
成

　
　

指
導

者
の

養
成

　
　

実
施

団
体

の
要

請

　 ・指
定

管
理

者
に

よ
る

自
主

事
業

等

内
　

容

・施
設

等
の

維
持

管
理

・研
修

事
業

の
実

施

　
　

青
少

年
の

健
全

育
成

　
　

指
導

者
の

養
成

　
　

実
施

団
体

の
要

請

　 ・指
定

管
理

者
に

よ
る

自
主

事
業

等

内
　

容

H
29

-3
0　

造
成

設
計

H
29

-3
0　

建
築

設
計

H
30

　
　

　
 事

業
用

地
取

得

R
01

-0
2　

 造
成

工
事

　
　
　

　
　

　
 建

築
工

事

R
0
3　

　
　

　
開

所
予

定

拠
点

施
設

の
機

能
の

充
実

博
物

館
青

少
年

の
家

等

県 立 博 物 館 の 管 理 運 営

県 立 美 術 館 の 管 理 運 営

県 南 青 少 年 の 家 の

　 　 　 　 　 　 管 理 運 営

陸 中 海 岸 青 少 年 の 家 の

　 　 　 　 　 　 管 理 運 営

県 北 青 少 年 の 家 の

　 　 　 　 　 　 管 理 運 営

野 外 活 動 セ ン タ ー の 整 備
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令和元年度の施策に係る概要 

                                      公所名 学校調整課       

説明者 総括課長  木村 克則  

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項 目 内 容 

いわての復 興 教

育の推進  

「岩手の復興・発展を支えるひとづくり」を目指して、本県独自の教育プログラム等に基づ
き、各学校の実情に応じて、「いわての復興教育」を推進する。  

 「いわての復興教育スクール<沿岸 >」（41 校）と「いわての復興教育スクール<内陸>」（14

校）を指定し、学校・家庭・地域が連携・協働し、児童生徒の発達段階や各学校・地域の

実情に応じたいわての復興教育を推進する。また、「岩手県防災教育研修会」（７年目）

は、管理職、主任層を対象に「災害時における状況判断」をテーマとして実施した（6/7）。

震災の教訓等を語り継ぎ、「いわての復興教育」を県内外に発信するため、児童生徒実践

発表会を行う。 

幼児児童生徒の

心のサポートの充

実  

東日本大震災津波による被害が大きかった地域への臨床心理士等の派遣や専門家で

構成する県内大学チームによる支援、「心とからだの健康観察」の実施・活用等により、子

どもたちの心のサポートに引き続き取り組む。 

いじめ問題対策  自殺予防の取組、関係機関への情報提供と連携、児童生徒による取組の推進等いじ

め問題への対応についての教員研修の充実や「いじめ問題解決支援チーム」の派遣等に

取り組む。 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領  

域  
事  業  名  趣  旨・内  容  期日・期間  対象・人数  

い
わ
て
の
復
興
教
育
の
推
進 

いわての復 興 教育

推進事業  

・いわての復興教育スクール（沿岸）  R2.2.14 まで 小３、中３、県立 12 

・交流学習スクール 小２、中４、県立４ 

・震災学習列車活用スクール  小 11、県立２ 

・いわての復興教育スクール（内陸）  R2.2.18 まで 小５、中４、県立５ 

・岩手県防災教育研修会  R1.6.7 学校管理職・主任層  

市町村防災担当者等  

201 名  

・学校防災アドバイザー派遣事業  R2.2.14 まで 全公立学校  

・「震災の教訓を未来に語り継ぐ期間  

の設定  

R2.3 月まで 

随時  

・児童生徒実践発表会  R2.2.4 小２、中２、県立２ 

教
育
相
談
体
制
の
充
実 

スクールカウンセラー

(SC)等配置事業  

・SＣの重層的な配置を行い教育相談

体制の一層の充実を図る。  

H31.4 月から 

R2.3 月  
幼小中高の幼児児童

生徒  

スクールソーシャルワ

ー カー (SWW) 配 置

事業  

・各教育事務所に SSW を配置し、児

童生徒が置かれている環境の改善に

関する支援を強化する。  

H31.4 月から 

R2.3 月  
小中学校の児童生徒  

スクールソーシャルワ

ーカー(SSW)の派遣  

・県立学校へ SSW を派遣し児童生徒

の環境の改善に関する支援を行う。  

H31.4 月から 

R2.3 月  
県立学校の児童生徒  

心とからだの健康観

察  

・児童生徒一人ひとりの経年変化がわ

かる資料を提供する。 

毎年 8～9 月  小中高特の全児童生  

徒  

い
じ
め
問
題
対
策 

教職員研修  ・いじめ防止等に係る全校悉皆の特別

研修を実施する。 

R1.5 月  小中高特の教員  

「いじめ問題解決支

援チーム」の派遣  

・各学校等の解決困難ないじめ事案

に、専門的な知見からの助言等を行

い、重大事態の発生を防ぐとともに、

いじめ問題への組織的対応力の向

上を支援する。 

H31.4 月から 
R2.3 月  

県内公立小・中・高・ 
義務教育学校及び 
市町村教育委員会  

資料 ２ 
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令和元年度の施策に係る概要 

                         公所名 学校教育課       

                         説明者 総括課長  小久保 智史 

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項 目 内 容 

学力向上  

 児童生徒の確かな学力を育むために①諸調査結果等を活用したＣＡＰ

Ｄサイクルによる組織的対応の強化、②児童生徒のつまずきを解消する

視点での授業改善、③主体的な家庭学習の充実等に引き続き取り組む。   

昨年度に引き続き、「地域とともにある学校づくり推進フォーラム」の

機会を通じて、学校と地域・家庭の連携や家庭学習の意義などについて

啓発を図る。  

グローバル人材

の育成 

 グローバルな視点を持ち地域の国際化に貢献できる人材を育成するた

め、グローバル人材として必要な語学力（英語力）の向上を図るととも

に、英語キャンプであるイーハトーブ・キャンプや海外派遣研修等を実

施する。  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領 

域 
事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間  対象・人数  

学
力
向
上 

「地域とともにある

学校づくり推進フォ

ーラム」  

 学校と家庭・地域との連携に  

よる家庭での学習習慣の確立や、 

学力向上に関する共通理解を図  

る。 

６～７月  県 内 ６ 地 区

の 保 護 者 ・

教 育 関 係 者

等 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成 

いわての地域国際化

人材育成事業  

①小５～中１対象  

イ ー ハ ト ー ブ ・ キ ャ ン プ

（Hop） 

 年３回（日帰り）、３会場  

②中１～高３対象  

イ ー ハ ト ー ブ ・ キ ャ ン プ

（Skip） 

 年２回（１泊２日）  

総合教育センター会場  

③中１～高３対象  

イ ー ハ ト ー ブ ・ キ ャ ン プ

（Jump） 

 年２回（２泊３日）、２会場  

④高校生の海外派遣研修 

（北米）  

①６･８･10 月 

 

 

 

②８・９月  

 

 

 

 

③７・12 月 

 

 

 

④10～11 月の

約２週間  

① ～ ③ 各 回

30～40 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④12 名 

 

資料 ３ 
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令和元年度の施策に係る概要 

                          公所名 保健体育課      

                          説明者 総括課長 清川 義彦  

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等 ) 

項 目 内 容 

健やかな体の育成  ○豊かなスポーツライフに向けた学校体育の充実  

○適切な部活動体制の推進  

○健康教育の充実  

学びの基盤づくり  ○安心して学べる環境の整備  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日･期間 対象･人数 

豊かな

スポー

ツライ

フに向

けた学

校体育

の充実 

①希 望 郷 い わ

て 元 気 ・ 体

力アップ 60

運動 

②オ リ ン ピ ッ

ク ・ パ ラ リ

ン ピ ッ ク ・

ム ー ブ メ ン

ト 全 国 展 開

事業 

・運動習慣の形成に向けた家庭・

地域と連携した環境づくり  

・一日に 8000 歩の活動量を目指し

た「ステップ 8000!」の実施  

・児童生徒が生涯にわたりスポー

ツに親しむことを目指し、「す

る・みる・支える・知る」とい

った運動・スポーツとの多様な

関わり方を学ぶためのオリ・パ

ラ教育の推進  

通年 

 

 

 

９～３月 

 

 

幼稚園 

小学校 

中学校 

 

推進校 

小学 校     ３ 校  

中学 校     ７ 校  

義務 教 育学 校  １ 校  

高等 学 校    ２ 校  

特別 支 援学 校  ３ 校 

適切な

部活動

体制の

推進 

③中 学 校 部 活

動 連 絡 会 等

支援事業  

④部 活 動 指 導

員配置事業  

・教職員、保護者、外部指導者の

指導方針の共通理解を図るため

の「部活動連絡会」開催の周知  

・市町村立中学校等の部活動指導

員配置に係る経費を負担すると

ともに県立学校の部活動指導員

に対する研修を実施  

５～２月  

 

 

通年 

中学校 

 

 

市町村 

高等学校  

健康教

育の充

実 

⑤学 校 保 健 総

合支援事業  

・肥満の予防・改善取組の推進を

図るために、中高生対象の肥満

改善指導資料を作成  

・学校保健推進者の資質向上を図

ることを目的として、県学校保

健研修会を開催  

通年 

 

 

11 月５日  

中学校 

高等学校  

 

小学校 

中学校 

高等学校  

安心し

て学べ

る環境

の整備 

⑥学 校 安 全 担

当者研修会  

・学校安全の中核となる教職員等

の研修の充実を図り、学校安全

に取り組む組織体制の構築を図

るために実施  

６月６日  幼稚園 

小学校 

中学校 

高等学校  

 

資料 ４ 
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健
や
か
な
体
の
育
成

 

岩
手
県
教
育
振
興
計
画

 

学
校
体
育
・
学
校
健
康

 

「
体
力
向
上
」
「
肥
満
予
防
・
改
善
」

 

「
体
力
・
運
動
能
力
調
査
」
「
定
期
健
康
診
断
」

 

＜
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
に
向
け
た
学
校
体
育
の
充
実
＞

 
 
○
幼
児
児
童
生
徒
の
運
動
習
慣
の
形
成

 
 
○
学
校
体
育
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進

 
 
○
ス
ポ
ー
ツ
の
教
育
的
価
値
を
学
ぶ
活
動
の
推
進

 
 ＜
適
切
な
部
活
動
体
制
の
推
進
＞

 
 
○
自
主
的
・
自
発
的
な
部
活
動
の
推
進

 
 
○
適
切
な
指
導
体
制
の
推
進

 

目
指
す
姿

 

課
 

 
題

 

実
態
把
握

 

事
業
区
分

 

 
全
て
の
児
童
生
徒
が
自
ら
の
体
力
や
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
体
育
授
業
や
部
活
動
を

通
じ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
や
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
保
持
増
進

と
体
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
な
生
活
に
必
要
な
力
が
身
に
付
い
て

い
ま
す
。

 
 
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
健
全
な
食
生
活
と
、
健
康
と
命
の
大
切
さ
を
教
え
る
学
校

保
健
活
動
や
食
育
等
に
よ
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
ま
す
。

 

根
 

 
拠

 

政
策
項
目

 

令
和
元
年
度
保
健
体
育
課
関
連
施
策
と
重
点
事
項

 
【
岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
保
健
体
育
課
】

 

い
わ
て
県
民
計
画

 

学
び
の
基
盤
づ
く
り

 

 
安
全
点
検
等
に
よ
る
学
校
管
理
下
に
お
け

る
児
童
生
徒
等
の
事
故
等
の
未
然
防
止
な
ど
、

学
校
安
全
計
画
を
組
織
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
の

連
携
に
よ
る
児
童
生
徒
等
の
学
校
安
全
環
境

が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

学
校
安
全

 

＜
健
康
教
育
の
充
実
＞

 
 
○
児
童
生
徒
の
肥
満
予
防
・
改
善

 
 

 
 

 
取
組
の
推
進

 
 
○
現
代
的
な
健
康
課
題
へ
の
対
応

 
 
○
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応
の
徹
底

 
 
○
食
育
の
推
進

 
 
○
体
格
デ
ー
タ
の
共
有

 
 
○
給
食
時
間
の
確
保

 

＜
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
＞

 
 
○
第
２
次
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す

 
 

 
 
る
計
画
を
踏
ま
え
た
学
校
安
全
の

 
 

 
 
推
進

 
 

 
・
組
織
的
な
取
組
の
充
実

 
 

 
・
事
故
等
の
防
止

 
 

 
・
通
学
時
の
安
全
確
保

 

「
学
校
安
全
関
係
調
査
」

 

「
事
故
の
未
然
防
止
等
」
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令和元度の施策に係る概要 

                                  公所名 岩手県立生涯学習推進センター 

                                  説明者 所長  藤 原  安 生    

 

１ 重点施策について(重点事項や前年度からの改善点等） 

項 目 内 容 

領域(1)  

学習情報提供・ 

学習相談 

○ＨＰ「まなびネットいわて」のコンテンツの更なる充実と最新情報の提供、メルマガ配信数の

増加に取り組み、広報紙及び電話対応と併せて、多様な情報提供と相談対応を行う。 

領域(2) 

調査・研究の推進 

○市町村における家庭教育支援に係る実践的事業及び地域づくりにおける学習活動と地域活動の

関係性について調査研究等を実施し、「市町村における家庭教育支援のあり方」と「地域づく

りにおける社会教育的意義」の提案を行う。 

領域(3) 

指導者の養成・ 

研修の充実 

○市町村社会教育・生涯学習関係職員のほか、首長部局に移管した地区センター職員、他部局職

員等の資質の向上を図る。 

○希望する市町村や地域団体等の要望を受け、家庭教育に関する課題やニーズに応じた支援及び

事業を協働で企画・運営し、担当職員の資質の向上を図る。また、行政と保護者、部局間同士

を超えたつながりづくりに努める。 

○地域学校協働活動推進員（コーディネーター）を経験年数ごとに分け、必要とされる知識・技

能の習得及びコーディネーターとしての役割を学び、推進員としての資質の向上を図る。 

 

２ 事業計画について（重点事業２～３） 

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間 対象・人数 

領域(1)  

学 習 情 報

提 供 ・ 学

習相談 

ホームページの管理運用 ・HP「まなびネットいわて」による常に新鮮

で有益な生涯学習情報の発信 

※R1 目標：年間総アクセス数 72,000 件（H30 

目標：76,043 +4,043） 

年間 県民 

相談対応の充実 ・子育てに関する電話相談・メール相談、生

涯学習・社会教育に関するマナビィコールに

よる支援 

情報提供の充実 ・いわてマナビィマガジン（月 2 回程度） 

・すこやかメルマガ（月 4 回） 

・生涯学習情報（年 4 回） 

領域(2) 

調 査 ・ 研

究の推進 

調査研究事業 ・「市町村における家庭教育支援のあり方に関

する実践的研究」（2/2 年次） 

・「地域づくりにおける社会教育的意義に関す

る研究」（1/2 年次） 

研究発表会 

R2.2/6-2/7 

生涯学習・社会

教育、地域づく

り関係者200人 

領域(3) 

指 導 者 の

養 成 ・ 研

修の充実 

(1) 人づくり・地域づく

り関係職員等研修講座 

(1) 社会教育の推進及び人づくり・地域づく

りに携わる地区センター・公民館職員(他部

局職員も含む)等の資質向上を図る研修会の

実施 

中部： 7/12 

県南：10/4 

盛岡： 8/23 

関係職員 

・県民 

各 30 人 

(2) 家庭教育・子育て支

援実践セミナー 

(2) 希望する市町村や地域団体等の要望を受

け、課題やニーズに応じた支援及び事業を

協働で実施 

第１回：7/31 

第２回：8/7 

第３回：8/21 

第４回：8/28 

保護者・行

政職員等 

各 10 人 

(3)地域学校協働活動推

進員（コーディネータ

ー）研修会[基礎編]・ 

[応用編]  

(3) 学校の地域連携の推進と地域学校協働活

動を推進するコーディネーター・推進員等

の資質向上に関する研修を実施 

基礎編：9/26 

応用編：11/15 

 

地域コーディ

ネーター・地

域学校協働活

動推進員等 

各 40 人 
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令和元年度の施策に係る説明要旨 

                       公所名  岩手県立図書館   

                説明者  館長  小田島 正明  

１ 重点施策について（重点事項や前年度からの改善点等）  

項  目  主  な  内  容  

(1) 図書館機能の充実  

 

(2) 資料の収集・整理・

保存・活用  

 

(3) 相談機能の維持充実 

 

(4) 学習機会の提供と読

書活動の奨励  

(5) 市町村立図書館等へ

の支援および連携 

(6) 関係団体との連携  

(1) 指定管理者との連携協力、来館者・非来館者アンケー

ト等によるニーズの把握、職員の資質向上  

(2) 岩手に関する資料の収集・整理を重点的に実施、講座

開催による郷土資料の活用、保存のためのデジタル化、

東日本大震災に関する資料の重点的収集  

(3) 図書館資料を活用したレファレンスサービスの提供、

レファレンス事例や郷土資料のデータベースを充実化  

(4) 資料を活用した企画展示、推薦図書の紹介、本県独自

の読書週間の実施、標語・手づくり絵本の募集  

(5) 協力貸出、共同研究調査、図書館等職員を対象とした

各種研修、市町村図書館の新設等に向けた支援 

(6) 図書館協会や読書推進運動協議会を通じた連携、他の

社会教育施設との連携、アイーナ内施設との連携  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領  域  事業名  実施内容  期日・期間  

適 切 な

図 書 館

運 営 と

利 用 者

サ ー ビ

ス の 向

上 

図書館資料の収

集・活用  

１  「望ましい蔵書構成」に沿って収集方針を作成  

２  収集方針に基づく図書館資料の収集および活用  
通年  

郷土資料・震災

資料の網羅的収

集・活用  

１  古文書等の解読、デジタルアーカイブ化の推進  

２  郷土資料講座の開催  

３  震災資料の収集、活用  

通年  

利用者サービス

の向上 
 レファレンスの充実、企画展等各種催事の開催  通年  

県 民 の

読 書 活

動 の 促

進 

全県的な読書活

動の促進  

１  図書館等において読書推進関連イベントの開催  

・こどもの読書週間  4/23～ 5/12 

・読書週間 (全国 )  10/27～ 11/9 

・岩手の読書週間    2/1～  2/14 

２  読書推進標語・手づくり絵本の募集・表彰  

３「読書をすすめるつどい」 (表彰・講演等 )の開催  

読書週間中  

 

 

 

６月～２月  

2/1(土 ) 

市 町 村

立 図 書

館 等 へ

の 支 援

と 連 携

の推進 

市町村立図書館

等訪問による支

援等 

１  図書館等訪問による運営状況の把握・助言・支援  

２  相互貸借・団体貸出等支援  

４月～ 11 月  

通年   

市町村立図書館

等職員の育成  

１  各種研修の実施（県図書館協会と連携して実施）  

・新任図書館長等研修会  4/24 

・初任職員研修会  6/6～ 7 

・中堅職員研修会  7/11～ 12 

・図書館職員･図書館協議会委員合同研修会 10/25 

・専門研修     9/12 ほか 2 回（調整中）  

２  県内図書館等職員の参加による調査研究を実施  

４月～ 10 月  

 

 

 

 

 

４月～ 12 月  

教育事務所等へ

の支援および学

習の場の提供等  

１  個別相談への対応や職員研修などへの講師派遣  

２  インターンシップ、教員 10 年研修等の受入れ  
通年  

※  A4 判１枚でお願いします。  
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令和元年度の施策に係る概要 

                              公所名   岩手県立博物館  

                              説明者 副館長 千田 貴浩  

１ 重点施策について(重点事項や前年度からの改善点等） 

項 目 内 容 

(1) 調査研究活動の

推進と効果的な資料

収集活動 

 

・本県の自然史・文化史の拠点として、調査研究活動について積極的に関

係機関と連携し、質的向上を目指す。 

・本県の自然や人間の営みの証拠となる資料の収集活動を効果的に行い、

貴重な知的県民財産を次世代へ確実に継承する。 

(2) 県民ニーズを踏

まえた常設展示や魅

力ある展覧会の開催 

・調査研究活動の成果や資料収集の状況を発表し、県民の生涯学習等を積

極的に支援する。 

・魅力ある展示活動を推進し、多くの来館者の増加に繋げる。 

(3) 学校教育と博物

館との連携強化など

教育普及活動の充実 

・各種学校との連携事業の実施により、小中高等学校への学習支援を促進

する。 

・県内の全学校に対するイベント情報の提供などによって博物館の利用に

繋げ、一層の博学連携の強化に努める。 

(4) 文化財の救出及

び保存・管理体制の

構築 

・陸前高田市で被災した博物館資料の復興に向けて、長期的な支援を継続

する。 

 

２ 事業計画について（重点事業２～３） 

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間 対象・人数 

展 示 活

動 

テーマ展 

「古・岩手のク

ロガネ」 

 発掘成果から見えてきた岩手の古

代～中世の鉄生産の技術的変遷と系

譜を辿り、沿岸部の鉄生産関連資料

を中心に、最新情報を紹介する。 

６月８日（土） 

～８月 18 日（日） 

県民 

第 70 回企画展 

「 よ ろ い ・ か ぶ

と ・ か た な の 世

界」 

 武家の力を象徴するものとして現

代に伝えられる甲冑、刀剣、刀装具

などを紹介する。 

９月 21 日（土） 

～11 月 24 日（日） 

県民 

教 育 普

及活動 

講 演 会 ・ 講 習

会・観察会等の

開催、学校教育

との連携事業 

 県民の学習意欲の高揚のため各種

講演会等を開催するとともに、学習

効果が上がるよう学校教育との連携

事業を実施する。 

(1) 文化講演会、地質・自然観察

会、県博日曜講座等の実施 

(2) 教材用資料の貸出、体験教室等

の実施 

随時 県民 

受 託 事

業 

科学分析保存処

理受託事業 

 東日本大震災で被災した資料の安

定化処理・抜本修復を引き続き実施

する。 

通年 陸 前 高 田

市 立 博 物

館 

自 主 事

業 

第 11 回博物館ま

つり 

 園児・児童を中心として、広く一

般の方々に博物館をより身近に感じ

てもらう。 

10 月 13 日（日） 県民 
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令和元年度の施策に係る概要 

                         公所名  岩手県立美術館   

                         説明者 副館長 中野 俊也  

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項 目 内 容 

１  県民の共通

財産としての

将来への継承  

 

 

 

 

 

２  調査・研究

活動等の推進

による本県評

価の向上  

 

 

３県民が等しく

鑑賞・参加・

創造できる環

境の整備  

１  県民のニーズに沿った岩手県らしい、高い集客性が見込める企画

展等を開催し、多くの県民に国内外の優れた美術作品鑑賞の機会を

提供し、県民の文化芸術に対する理解を深める。また、各展覧会に

関連付けた講座等を実施し、県民の文化芸術に対する興味・関心を

高める。  

（1）企画展及び常設展の観覧者数（ 58,000 人）の達成  

（2）教育普及事業の参加者数（ 13,500 人）の達成 

(3) 来館者の総合満足度 85％以上の達成 

２  芸術文化振興の拠点的機能を担う施設として、スタッフの人材育

成・力量向上を図り、美術品の収集、調査・研究、展示・普及活動

等を総合的に推進する。  

(1) 美術品の計画的な収集、修復保存  

(2) 調査・研究成果等に基づく岩手発の独自企画展開催  

(3) 計画的な美術史研究や新規の教育事業開発の推進 

３  県民が優れた美術品の鑑賞や制作活動を体験できるよう環境を整

備する。  

(1) 効果的で訴求力のある広報活動の展開  

(2) 県民ニーズに沿った魅力ある自主事業の実施  

 (3) 収蔵作品データの公開利用の推進  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領 

域 
事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間  対象・人数  

展 示

事業 

１ 企画展 

 

 

 

 

 

 

２ 常設展 

１ 企画展開催  

（1）タータン  

（2）広重 

（3）ホキ美術館展  

（4）紅子と省三展 

（5）ジブリの大博覧会 

（6）アートフェスタいわて 2019 

２ 常設展開催  

 

4/13-5/26 

6/8-7/15 

7/27-9/1 

9/14-11/10 

11/30-2/16 

2/29-3/22 

第 1～4 期  

 

一般 

  

教 育

普 及

活 動

事業 

１ 展示関連  

２ 美術普及  

３ 教育連携 

４ 来館者対応  

１ ギャラリートーク、関連講座等  

２ スタジオプログラム、美術講座等  

３ 出前授業  

４ 一般団体、学校団体  

通年 一般 

 *内 容 に よ

り対象限定  

自 主

事業 

１自主事業  １ 美術館まつり 

２ コンサート 

11/3 

７回 

一般 
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令和元年度の施策に係る概要 

                      公所名 岩手県立県南青少年の家      

                      説明者 事務局長  高橋  徹        

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項 目 内 容 

１  主催事業・
研修活動の充
実 

 
 
 
 
２ 利用の促進 
 
 
 
 
 
３  環 境 の 整

備・充実（安
全確保）  

(1) 他施設や他団体との連携による魅力ある事業やプログラムの提供  
 ・他施設と連携したカヌー体験、トレッキング活動  
 ・現在あるプログラムを見直すとともに次年度新しい事業として立

ち上げられるプログラムの開発  
(2) 幅広い年齢層に提供できるプログラムの開発  

・幼児ができる創作活動プログラムの開発  
・家庭教育の充実を図る事業展開の工夫  

(1) 年度ごとに要覧、所報を作成し利用方法やプログラム例を提示
（県南・中部教育事務所管内小学校の全児童に配付）  

(2) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、ＳＮＳの活用  
(3) 学校教育における野外体験活動プログラムの更なる充実  
 ・災害に対応する力を育むプログラム開発による小中学校の防災教

育での利用拡大 
(1) 常に安全に配慮した施設の整備  

・自主点検では、安全面だけではなく防犯面についても注意しなが
ら実施  

・建物・設備の老朽化に伴う計画的な整備に係る県との協議  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間  対象・人数  

 

 

主 催 

 

 

自然ワンダー

クラブ 

異 年 齢 で 構 成 さ れ る 集 団
が、さまざまな活動を体験す
ることにより、自然や岩手の
風土についての考えを深め、
仲間・自然･岩手を大切にしよ
うとする心を育てる。  
＜内容＞  

同じ集団で１泊２日の体験
を年４回実施。  

①6 月 1 日(土)
～2 日(日) 

②8 月 24 日(土)
～25 日(日) 

③10 月 5 日(土)
～6 日(日) 

④1 月 11 日(土)
～12 日(日) 

小学校 4 年

生～中学生

まで 

30 人 

 

 

 

 

主 催 

 

 

 

水と緑のフレ

ンドシップ  

異年齢で構成される集団の中
で野外活動を通して、主体的
に活動し、たくましく生きよ
うとする心を育成する。 
＜内容＞  
・千貫石森林公園での森林学
習 
・八幡平トレッキング  
・カヌー体験  

7 月 27 日(土 ) 
～31 日(水) 
 
 

小学校 5 年

生～中学生

まで  

30 人  

 

 

 

 

主 催 

 

 

 

かるがも親子

体験教室①②

③ 

親子で共同体験や交流活動
を行うことにより、相互の理
解と関係を深める。また、親
同士の交流を通して子育てを
する仲間づくりを促進する。  
＜内容＞  
①親子 de アウトドアクッキン  

グ  
②親子 de キャンプ！  
③親子 de 創作活動・保護者交
流会  

①7 月 6 日(土) 
②8 月 10 日(土)

～11 日(日) 
③9 月 7 日(土) 
 

小学校 1～

3 年生の子

どもを持つ

家族  

20 家族  

40 人程度 
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令和元年度の施策に係る概要 

                      公所名 岩手県立陸中海岸青少年の家  

                      説明者 事務局長  高橋  徹      

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項   目 内    容 

１ 主催事業・活

動内容の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 利用の促進  

 

 

 

 

 

 

３ 環境の整備・

充実（安全の確

保） 

(1)地域の復興に合わせた海を利用した活動の拡大  

①（ H29 年度に営業を再開した町海水浴場を活用海水浴のみ復活し

た海を利用） 

・今年度新たに、中学生以下の親子を対象とした海の事業を実施予

定（親子でエンジョイ１day 夜釣り）  

・いかだ体験や海洋スポーツ体験等、海での日常活動プログラムの

試験的な実施 

②地域で生涯学習活動を担う団体等と立ち上げた「生涯学習企画担

当者情報交流会」を基盤として、相互協力体制の構築を図るとと

もに、地元山田町や観光協会との事業連携を推進する。  

(1)お客様管理によるリピータの確保と保育施設（幼児）の利用拡大、

及びボランティアスタッフの拡充  

 ・事業参加者へのダイレクトメールによる各種事業案内  

 ・フェイスブックとブログによる広報の継続  

 ・幼児期運動プログラム「マリン・キッズ」の実施（近隣保育園等

への訪問実施）  

 ・ボランティアスタッフの確保と育成（近隣高等学校への事業説明

訪問） 

(1)施設、設備の点検強化と安全確保並びに計画的な改修等  

 ・自主点検等のほか体育施設管理士による点検・指導の実施  

 ・自主点検では、これまでの安全確保の視点に加え防犯視点からの

点検も併せて実施  

 ・建物・設備の老朽化に伴う計画的な整備に係る県との協議  

・所外での活動(沢、山、海など)における十分な安全対策の実施 

 （避難経路の確認や申込時の説明等）  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

 

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間  対象・人数  

主 催 海釣り道場  三陸の自然の中で、海釣り
の醍醐味を味わい、参加者相
互の交流を深める。  

船釣り、堤防釣り(初心者)
など 

5 月 4 日(土) 
～5 日(日) 

小学生～一般  
60 名程度 

主 催 マリンランド陸
中自然体験塾①
海の子野外教室  

自然体験活動を通して、思
いやりの心や自然を大切にす
る心を育み、参加者相互の交
流を図る。  
海水浴、いかだ遊び、テン

ト泊、海釣り、沢登りなど 

7 月 30 日(火) 
～8 月 1 日(木) 

小学校 
5・6 年生 
30 名程度 

自 主 親子でエンジョ
イ１day 夜釣り  
※新規事業  

中学生までの親子を対象に
夜釣りの共同体験活動を通し
て、親子のふれあいを深め
る。 

11 月 23 日(土) 中学生までの
子どもを持つ
親子 
10 家族 
40 名程度 
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令和元年度の施策に係る概要 

                      公所名 岩手県立県北青少年の家    

                      説明者 事務局長  高橋  徹      

１ 重点施策について (重点事項や前年度からの改善点等）  

項 目 内 容 

１ 主催事業・  

研修活動の  

充実 

 

２ 利用の促進  

 

 

 

 

 

３ 環境の整備・

充実（安全の

確保） 

(1) 自然環境や施設の特性を生かした研修内容の充実  

(2) 団体等の研修目的や活動計画に対応した活動支援の充実  

(3) 時代の要請や地域社会の課題に対応した活動支援と研修内容の開発  

 

(1) 青少年の生きる力を育む自然体験活動の充実  

(2) 広報活動の強化  

・日常的な利用促進活動  (例：利用団体に次回の利用案内を行う ) 

・各種団体の会議や小中学校等への訪問活動及びチラシ配布  

・地元ＦＭラジオ番組への生出演や地元ケーブルテレビでの放送  

  

(1) 定期点検と日常点検（日に２度の巡回、警備員の巡回）により、施

設補修・修繕等の迅速な実施  

(2) 活動中やスケートリンク等での事故発生時の対応として、マニュア

ルにより適切に対応できるよう全職員の救急法を習得  

(3) 環境や安全に関する注意場所・事項等の情報を適宜掲示することに

より「見える化」を図り、職員の説明に加えて利用者自身が常に確

認できる環境を整備  

 

２ 事業計画について（重点事業２～３）  

領 域 事 業 名 趣 旨・内 容 期日・期間  対象・人数  

主 催 ジュニア  

フォレスターズ  

大作戦 

森林に関する学習や体験活

動等を季節ごとに行うことに

より、自然を大切にする心を

育み、環境保全の実践意欲を

育てる。  

【3 回シリーズのキャンプ】  

①6 月 1 日(土) 

～2 日(日) 

②9 月 7 日(土) 

～8 日(日) 

③1 月 25 日(土) 

～26 日 (日) 

小学校 

４～６年生  

30 人程度 

【年間登録制】  

主 催 親子で 

アウトドア  

チャレンジ  

宿泊を伴う野外活動を通し

て、家族のふれあい、参加者

相 互 の 親 睦 を 深 め る と と も

に、野外活動に親しむきっか

けとする。  

6 月 15 日(土 ) 

～16 日 (日) 

小学生と  

その家族  

40 人程度 

自 主 ステラパル  

冬まつり  

施設を一般開放し、日頃の

利用に感謝するとともに、冬

季の遊びや活動を体験する場

を提供する。  

2 月 16 日(日 ) 子どもから

大人まで  

定員なし  
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少子高齢化社会、情報化社会、人工知能（AI）の普及によ
る職業の変化、働き方改革の推進、文部科学省の総合教育
政策局設置などにみられる分野にとらわれない総合的な
教育政策の展開、新学習指導要領「社会に開かれた教育課
程」の推進、コミュニティ・スクールの義務化など近年の
社会や教育の情勢・課題に柔軟に対応した施策の展開を行
っていく。 

「いわて県民計画 2019～2028」及び「岩
手県教育振興計画」を踏まえ、岩手の強
み・弱みを確認したうえで、既存の仕組
み・環境・人材等の強みを生かし、必要
に応じて弱みの克服に取り組む施策を
展開する。 

令和元年度第１回岩手県生涯学習審議会・社会教育委員会議 

 

今後求められる施策の方向性について 

 ◆ 協議テーマ                                  

  

次代の岩手を創造する人づくり・地域づくりの推進 

 

 

  

 

  
【サブテーマ】 

～社会の変動に対応し、岩手らしさを生かした 

生涯学習・社会教育施策の方向性について～ 

 

 

 

 

 ◆ 今後のスケジュール（案）                                   

時期 ７月  ８月  ９月  10月  11月  12月  １月  ２月  ３月 

内容 【7/18第１回会議】              【1/28第２回会議】 

         

 

 

現在の施策に加え、
ある程度先を見通し
た施策の展開が必要
であることから、震
災からの復興が十分
に進むと想定される
約 10年後（次の世代
になる頃）を想定し
ていく。 

今後、予測できな
いような社会変
動も想定される
ため、既存のしく
みにとらわれす
ぎずに、現在ない
ものを積極的に
生み出していく
ような観点も含
めて考えていく。 

生涯学習・社会教育の基本となる「人づくり」「地域づくり」の
視点を意識していく。 
※幼児～高齢者まで全ての世代を対象にした、生涯学習・社会
教育の「学び・交流」による人材育成（自己成長）を想定する
とともに、活動範囲別に、一般の人材、地域のリーダー・コー
ディネーター的な人材、県内の広域のリーダー・コーディネー
ター的な人材、岩手から全国に発信したり全国から岩手を応援
してくれたりする人材（岩手県出身者、岩手県居住経験者等）
などを想定していく。 
 ※「地域づくり」とは、「人づくり」が進み、地域の人々が生
き生きとして活動することにより、地域が全体として活性化し
ている状況を想定する。 

資料 10－１ 
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き、「県として取
り組む具体的な
方策」について
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作成 
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いての最
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（仮称）

「協議の
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ＨＰ掲載 

素案に対す

る各委員か

らの意見集
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正と委

員への

最終確

認 
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 ◆平成 30年度第 2回会議におけるキー・センテンス                 

 ※ 協議テーマに関連した意見をピックアップ 

・学びと活動の循環  ・持続可能な地域づくり  ・大人のやりがい 

・岩手が抱える課題をみんなで知恵を出して学び合う 

・学校と地域コミュニティの目標の共有 ・学校と地域がお互いにwin・winの関係に 

・地域の方をもっと授業の中で活用   ・学校を地域の方々の学び直しの場に 

・地域の活性化を進めるうえではインクルーシブ教育の推進が必要 

・きちんとしたルールづくり      ・発想の柔軟性 

  ・核となる地域コーディネーター    ・新しいしくみ 

 

 参考）平成 30年度第 2回会議における各委員の御意見から              

・各々の地域での地域らしい実践の積み重ねが「岩手らしさ」をつくりあげる。 

・一つ一つの地域をどうつくっていくか、維持していくためにはどうしていくかが大事。 

・いかに地域の様々な活動を行っている人々を結び付けるかが重要。 

・様々な地域の方とつながりができることは、コーディネーターをしていく中での良さである。 

・ふるさと科は地域のことは地域の人でなければ十分に教えられないという視点に立っているもの。 

・学校の先生ふるさと科の授業を行うにあたって地域を頼らざるを得ない状況を作った。 

・どのように町の社会教育主事を育成して、首長部局と連携して、地域とうまくやっていくか。 

・子供たちのためばかりに学校があるのではなく、地域のためにも学校があるというような感覚を少

しでも持てる雰囲気を位置づけられれば。 

・地域の活性化につなげるためには、学校を含めて地域全体で地域づくりに関わることが必要。 

・各学校の取り組みを市全体に広報で紹介して全市民に問題意識を持ってもらうことが大切。 

・地域全体で子供を見守っていくという姿勢を、広報活動によりつくっている。 

・学校でそれぞれの地域で行われていた活動すべてを取り入れることは難しい。 

・持続可能な地域づくりの観点を入れていかないと、今後は特に子供が大変になる。 

・大槌町のように地域の方をもっと授業の中で活用していくことで、持続可能な取り組みになるので

はないか。 

・昔ながらの学校のイメージを持つ教員の中には、授業に地域の方が入ってくることに少し抵抗があ

る場合もあり、進め方には気配りも必要。 
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・学校において地域の方々に子供の教育活動を支えてもらい、学校が地域の方々の学び直しの場にも

あるためには、学校とコミュニティの目標の共有が大切。 

・それぞれの地域の特徴に合わせて進めていくことや先生方の負担が減るような新しい活動であって

ほしいし、そのような取り組みでなければ意味がない。 

・先生方から地域にやってほしいことを提案することで地域は動きやすくなる。 

・地域と学校双方にメリットがあること、きちんとしたルールづくりも大事。 

・先生方がもっと余裕を持って活動してほしい。 

・なぜ、わざわざ新しいしくみにするのかという疑問。 

・地域の格差や市町村の温度差が出てくると思われるので、調節が必要である 

・地域の活性化を進めるうえではインクルーシブ教育の推進が必要。 

・特別支援教育は社会教育と区別して進めるのではなく、社会教育を通じて、地域における障害があ

る児童生徒の理解を進める必要がある。 

・これからの社会教育においては、特別支援教育に係る指導支援できるような内容を十分に盛り込ん

で推進してほしい。 

・あまり堅苦しく考えずに、発想の柔軟性が必要。 

・地域と学校の連携による活動を進める際も、柔軟な発想を持った核となる地域コーディネーターが

できれば複数配置されることが望まれる。 

・「持続可能」ということは、基本的に大事なこと。 

・行政として又は活動者としてなど立場の違いによって目標のとらえ方は違う。 

・「コミュニティ・スクール」への移行を進めていく中においても、目標の作り方の支援、教えてく

れる人がいれば、それほど無理なく、各地域の人達がこれまでの実績を生かす形で、安心して活動

ができていくのではないか。 

・学びと活動の循環というテーマに対しては、学びの場の創出と言う点では、大人のやりがいにもつ

ながっているので、見守りや、子供たちの安全確保などの取組を継続していくことは大賛成。 

・社会や学校のニーズも年々変化していく中で、学校と地域がお互いにwin・winの関係を築くことの

難しさ。 

・岩手が抱える課題をみんなで知恵を出して学び合うようなコミュニティ・スクールの発想が大切。 

・持続可能で、無理のない形で、柔軟性のある、学校と地域がお互いにwin・winになるようなＣＳを

目指してほしい。 

・コミュニティ・スクールを進めていくためには、地域コーディネーターの配置は必置。 
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 情報提供１                                    

    いわて県民計画2019～2028 より 
 

    Ⅰ 健康・余暇 
 
 

 

 現状と課題 
 

• 健康志向の高まりや医療体制の充実等により、人生100年時代を迎える中、「いつでも・どこで

も・だれでも」生涯にわたって学習を継続し、その成果を社会に役立てることができる環境づく

りが必要です。 

• 社会教育施設の利用や、市町村等が主催する各種講座等への参加などを通じ、多くの県民が生涯

学習に積極的に取り組んでおり、こうした多様な活動を更に広げていくことが必要です。 

• 県民が学びたい時に学べる環境を提供していくためには、中核的な人材育成に加え、博物館や青

少年の家などの社会教育施設のハード面、ソフト面を充実させていくことが必要です。 

 
 県が取り組む具体的な推進方策（工程表） 

 

① 多様な学習機会の充実 

•  生涯を通じて楽しく学ぶ基盤づくりのため、読書ボランティアと連携した読み聞かせなど、幼

少年期の読書活動を推進します。 

• 「いつでも・どこでも・だれでも」生涯を通じて学び続けられる環境づくりのため、市町村 

と連携を図りながら、県立生涯学習推進センター等による、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した

学びの機会や活躍の場等に関する情報の集積・提供など、学習情報提供の仕組みを一層充実させ

ます。 

 

 
 

1  地域学校協働活動：登下校指導、校庭整備、各教科の学習支援、地域の資源回収、地域伝統行事への参加等、地域と学校が相互にパートナー

として連携・協働して行う様々な活動。教育振興運動の内容もこれに当たり、地域の高齢者、成人、学生、保護者、ＰＴＡ、ＮＰＯ、 民間企業、

団体・機関等の幅広い地域住民等の参画を得て、「学校を核とした地域づくり」と「地域とともにある学校づくり」を目指すも の。 

（基本方向） 

生涯を通じて楽しく学ぶことができ、一人ひとりの学びを地域コミュニティの再生・維持・向上 

や地域の課題解決に役立てていくため、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学習情報の提供等や、 

「地域学校協働活動1」への参加の促進などにより、多様な学習機会の充実を図り、学びの成果を

地域の活性化につなげる仕組みづくりを推進します。 

また、県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、自然、文化、歴史など、有形・無形

のあらゆる資源を学びの対象や場とすることにより、岩手ならではの学びの提供に取り組みます。 

さらに、誰もが学びたい時に学べる環境を整備するため、指導者の研修会等により、社会教育の 

中核を担う人材を育成するとともに、多様な学びのニーズに応じた社会教育施設の充実を図りま

す。 
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-28-



  

•  障がい者の生涯を通じた学習活動や、特別な事情により就学困難な生徒等の学習機会の充実を

図るため、個別の学習ニーズに応じた学習相談や情報提供を行います。 

• 県民の主体的な学びを支援するため、図書館において資料・情報の収集・活用の促進を図り   、

利用者の学習活動を支えるレファレンス業務2を充実します。 

② 岩手ならではの学習機会の提供 

県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、社会教育施設等において豊かな自然、

文化、歴史等の資源をテーマとした公開講座を開催するなど、岩手ならではの学習機会の提供に取 り

組みます。 

③ 学びと活動の循環による地域の活性化 

•  県民一人ひとりが生涯学習で学んだ成果を地域課題の解決等に役立てるなど、学びと活動の循

環を促すため、「地域とともにある学校づくり」や「学校を核とした地域づくり」を推進するフォー

ラムの開催など、学校運営協議会制度を導入したコミュニティ・スクール3や教育振興運動4を中核と

した「地域学校協働活動」への参加促進に取り組みます。 

•  地域の活性化に向けた仕組みづくりを進めるため、ＰＴＡをはじめとする各種社会教育関係団

体の活動の支援を行うとともに、団体相互の連携・協力に向けた交流の機会を提供します。 

•  地域づくり人材の育成のため、県立生涯学習推進センターを活用し、教育分野の枠を越えた地

域づくりに関する研修・交流の場を提供します。 

④ 社会教育の中核を担う人材の育成 

県民の生涯を通じた学習活動を支援するため、公民館の社会教育指導員や地域学校協働活動推進

員などの指導者研修会を開催するとともに、研修会での交流などを通じた指導者相互のネットワーク

化を図り、社会教育の中核を担う人材を育成します。 

⑤ 多様な学びのニーズに応じた拠点の充実 

•  県民一人ひとりが学びたい時に学べる環境を提供するため、博物館等の県立社会教育施設のハ

ード面、ソフト面の充実を計画的に進め、様々な世代や多様な興味関心など、幅広い学びのニーズ

に応じた学習機会を提供する拠点づくりを進めます。 

•  市町村が設置する公民館等の学びの拠点の発展のため、ニーズに応じた事業支援や優れた活動

の周知・交流を積極的に進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

2 レファレンス業務：情報を求めている方に、調べている事柄の事実関係が分かる資料の提示や、文献探しのサポートを行う業務。 
3   コミュニティ・スクール：学校運営協議会を設置する学校のことで、学校と保護者や地域の人々がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を

反映させることにより、連携・協働しながら子供たちの豊かな成長を支える仕組み。 
4 教育振興運動：岩手県において昭和 40 年（1965 年）から始まり、全ての市町村に推進組織が置かれ、学校区や公民館区などの実践区にお

いて、子ども、家庭、学校、地域、行政の５者が一体となり、地域の教育課題を解決するために自主的に行われている実践活動の総称。 

-29-



  

市町村と連携した生涯学習情報提供システムの内容充実 

県が取り組む具体的な推進方策 
工程表（４年間を中心とした取組） 

～2018 2019 2020 2021 2022 
① 多様な学習機会の充実 
目標 

・生涯学習の推進を支える指導者・ボランティ

アの人材登録者数（人） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

792 835 860 885 910 

現状値は2017年の値 

 

・生涯学習情報提供システム（ホームページ）利 用

件数（件） 

 

 
県内各地での指導者・ボランティア研修会の開催 

 

 

 
 

 

 
 

現状値は2017年の値 

障がい者の生涯
学習活動支援の
ニーズの把握 

ニーズに応じた 
学習活動の支援、指導者研修

等の充実 
 

・「読書がとても楽しい」と感じる児童生徒の割 合

（％） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

小45 

中42 

高38 

46 

44 

41 

47 

46 

44 

48 

48 

48 

50 

51 

52 

現状値は2018年の値 

 
第 ４ 次 

いわて子ど
も読書プラ
ンの策定 

 

第４次いわて子ども読書プラ

ンの周知・啓発及びそれに基

づく読書活動の環境充実 

 
第５次いわて
子ども読書 
プランの策定
に向けた 
実態把握 

 

・放課後子供教室において指導者を配置して「体

験活動」を実施している教室の割合（％）【再

掲】 

現状値 2019 2020 2021 2022 

13.0 40.0 60.0 80.0 100 

現状値は2017年の値 

放課後子供教室等児童生徒の放課後の

居場所づくりの推進、充実 

研修会開催による資質向上

先進事例紹介等の情報提供 

地域住民等による多様な活動の実施 

 

市町村の推進体制の見直し 新たな推進体制による活動充実 

 

 

 

② 岩手ならではの学習機会の提供 
目標 

・県立社会教育施設で「岩手」をテーマとした講 座

の受講者数（人） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

850 950 1,050 1,150 1,250 

現状値は2017年の値 

 

 
市町村と連携した生涯学習情報提供システムの内容充実 

 

  
 

岩手の自然・文化・歴史等の資源に関する情報収集 

 

社会教育施設等における公開講座の開催
講座の体系化 

多様なニーズに対応する提供

コンテンツの充実 

提供システム(ＨＰ) 

のリニューアル 

多様なニーズに対応した提供

コンテンツの充実 

提供システム(ＨＰ) 

のリニューアル 

現状値 2019 2020 2021 2022 

63,542 72,000 79,000 86,000 93,000 
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課題に対応した

研究・研修の充実等 

検討結果に
基づく 

体制等整備 

 
センター機能
のあり方検討 

県が取り組む具体的な推進方策 
工程表（４年間を中心とした取組） 

～2018 2019 2020 2021 2022 
③ 学びと活動の循環による地域の活性化 
目標 

・生涯学習の推進を支える指導者・ボランティ

アの人材登録者数（人）【再掲】 

現状値 2019 2020 2021 2022 

792 835 860 885 910 

現状値は2017年の値 

 

・教育振興運動として計画的に取り組まれている 地

域活動件数（件） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

4,224 4,454 4,684 4,914 5,144 

現状値は2018年の値 

 

社会教育関係団体の支援・団体相互の連携協力の促進

生涯学習推進センターの機能強化 

 

 

 

 
 

地域と学校が連携・協働した活動への参加促進 
（地域学校協働活動の活性化） 

 

地域学校協働活動推進員（コーディネーター）の
養成・資質向上研修会 

 
 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の
理解促進と移行奨励 

 
 

④ 社会教育の中核を担う人材の育成 
目標 

・社会教育指導員・地域づくり関係者の資質向

上を図る研修会の受講者数（人） 

 

 

 

生涯学習・社会教育関係者及び地域づくり関係者の
研修受講促進 

 

現状値は2017年の値 

関係者のニーズ

把握・分析 

研修の充実とネットワーク化

の推進 

 

 

市町村の生涯学習・社会教育事業の推進支援と

課題解決支援 

研修内容の継続的な改善 

人材の活用促進 

センターを核とした県内各地における地域づくりに

関する研修・交流の場の充実 

現状値 2019 2020 2021 2022 

79 93 103 113 123 
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県が取り組む具体的な推進方策 
工程表（４年間を中心とした取組） 

～2018 2019 2020 2021 2022 

⑤  多様な学びのニーズに応じた拠点の充

実 
目標 

・県立博物館・県立美術館の企画展における観

覧者の満足度の割合（％） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

91 91 91 91 91 

現状値は2017年の値 

 

・県立青少年の家における利用者の満足度の割合 

（％） 

現状値 2019 2020 2021 2022 

97 97 97 97 97 

現状値は2017年の値 

県立博物館及び県立美術館における多様なニーズに応じる
企画展の開催 

 
県立青少年の家における多様なニーズに応じる

体験プログラムの実施 

 
県立野外活動センターの 

開所 開所
 

用地取得、造成・ 
準備 （供用開始） 

グラウンド等工事、建築工事 

 
市町村が設置する公民館等の支援 

 

 
社会教育施設等の職員研修の充実 

     

 

 

 

 県以外の主体に期待される行動 

 

（家庭） 

・ボランティア活動等の地域活動や学校を支援する活動への参加 

 

（地域） 

・ボランティア活動や地域行事をはじめとする地域活動への積極的参加 

 

 

（企業、ＮＰＯ、各種団体等） 

・関係団体による障がい者の生涯を通じた学習活動の支援 

・ボランティア活動をはじめとする地域活動への参画促進 

 

 

（社会教育施設等） 

 

 

・岩手ならではの自然、文化、歴史等をテーマとした公開講座の開催 

・幅広いニーズや地域課題を踏まえた多様な学習機会の充実 

（学校） 

 

 

 

 

・多様な学習に関する相談体制の充実 

・幅広いニーズや地域課題を踏まえた多様な学習機会の充実 

・障がい者の生涯を通じた学習活動の推進 

 

・社会教育の中核を担う人材を育成するための研修の充実 
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 情報提供２                                    

  岩手県教育振興計画 より 
 

 

 

１ 健康志向の高まりや医療体制の充実等により、人生 100 年時代を迎える中、「い

つでも・どこでも・だれでも」生涯にわたって学習を継続できる環境づくりが

必要です。 

２ 社会教育施設等の利用や、市町村等が主催する各種講座等への参加などを通じ、

多くの県民が生涯学習に積極的に取り組んでおり、こうした多様な活動を更に広げ

ていくことが必要です。 

３ 平成 29 年度（2017 年度）子どもの読書状況調査結果では、岩手県の児童生徒 

の読書率が全国と比較して高い傾向{１か月の読書冊数：小学校５年生 16.4 冊（全

国 11.1 冊）}にあることをはじめ、県民の読書習慣が充実しつつあることから、

更に児童生徒や幅広い世代が読書の楽しさを実感し、生涯にわたって読書に親し

み、読書を楽しむ習慣を形成する必要があります。 

４ 県民が学びたい時に学べる環境を提供していくためには、中核的な人材育成に 

加え、博物館や青少年の家などの社会教育施設等のハード面、ソフト面を充実さ

せていくことが必要です。 

 

 

１ 人生 100 年時代を迎える中で、県民一人ひとりが生涯を通じて学びたいことや 

学ぶ必要があることを自分に適した手段や方法で楽しく学び、その成果を生きがい

につなげるとともに、地域社会との関わりを持ちながら生活しています。 

２ 地域の課題解決に向けた社会教育の場を拡充し、学校・家庭・地域が連携

した地域づくりが進むことにより、地域コミュニティの再生・維持・向上が

図られています。 

３ 社会教育施設等のほか、自然、文化、歴史など、有形・無形のあらゆる資源

を学びの対象や場としながら、県民一人ひとりが、郷土に対する誇りや愛着を持

って生活しています。 

４ 社会教育施設等が充実され、文化芸術・スポーツ活動も含めた幅広い学びの

ニーズに応じて活用されています。 

11 生涯にわたり学び続ける環境づくり 

(1) 現状と課題 

(2) 目指す姿 

資料 10－４ 
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【参考】関連する「いわて県民計画（2019～2028）」における主な指標 
 

 

目標項目（指標） 

 
現状値

2017 

目標値 

 
2019 

 
2020 

 
2021 

 
2022 

(参考値) 

2023 

① 生涯学習に取り 

組んでいる人の割

合 

 

 

40.2％ 

 

 

41.2％ 

 

 

42.2％ 

 

 

43.2％ 

 

 

44.2％ 

 

 

45.2％ 

② 生涯学習情報提

供システム（ホーム 

ページ）利用件数 

 

 

63,542 件 

 

 

72,000 件 

 

 

79,000 件 

 

 

86,000 件 

 

 

93,000 件 

 

 

100,000 件 

③ 社 会 教 育 指 導

員・地域づくり関係

者の資質向上を図

る研修会の受講者 

数 

 

 

 

79 人 

 

 

 

93 人 

 

 

 

103 人 

 

 

 

113 人 

 

 

 

123 人 

 

 

 

133 人 

④ 県立博物館・県立

美術館の企画展に

おける観覧者の満 

足度の割合 

 

 
 

91％ 

 

 
 

91％ 

 

 
 

91％ 

 

 
 

91％ 

 

 
 

91％ 

 

 
 

91％ 

 

 

 

１ 多様な学習機会の充実 

•  生涯を通じて楽しく学ぶ基盤づくりのため、読書ボランティアと連携した読

み聞かせなど、幼少年期の読書活動を推進します。 

•  「いつでも・どこでも・だれでも」生涯を通じて学び続けられる環境づく

りのため、市町村と連携を図りながら、県立生涯学習推進センター等による、

ＩＣＴを活用した学びの機会や活躍の場等に関する情報の集積・提供など、学習情

報提供の仕組みを一層充実させます。 

•  障がい者の生涯を通じた学習活動や、特別な事情により就学困難な生徒等の

学習機会の充実を図るため、学習ニーズに個別に応じた学習相談や情報提供を

行います。 

•  県民の主体的な学びを支援するため、図書館において資料・情報の収集・

活用の促進を図り、利用者の学習活動を援助するレファレンス業務を充実します。 

(3) 目指す姿を実現するための取組の方向性 
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２ 岩手ならではの学習機会の提供 

•  県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、社会教育施設等

において豊かな自然、文化、歴史等の資源をテーマとした公開講座を開催する

など、岩手ならではの学習機会の提供に取り組みます。 

３ 学びと活動の循環による地域の活性化 

•  県民一人ひとりが生涯学習で学んだ成果を地域課題の解決等に役立てるなど、

学びと活動の循環を促すため、「地域とともにある学校づくり」や「学校を核 と

した地域づくり」を推進するフォーラムの開催等などを通して、コミュニテ ィ・

スクール（学校運営協議会制度を設置している学校）への理解や教育振興運動

などの地域学校協働活動への参加促進に取り組みます。 

•  地域の活性化に向けた仕組みづくりを進めるため、ＰＴＡをはじめとする各

種社会教育関係団体の活動の支援を行うとともに、団体相互の連携・協力に向

けた交流の機会を提供します。 

•  県立生涯学習推進センターを活用した地域づくり人材の育成のため、教育分

野の枠を超えた地域づくりに関する研修・交流の場を提供します。 

４ 社会教育の中核を担う人材の育成 

•  県民の生涯を通じた学習活動を支援するため、公民館の社会教育指導員や地

域学校協働活動推進員などの指導者研修会を開催するとともに、研修会での交

流などを通じた指導者相互のネットワーク化を図り、社会教育の中核を担う人

材を育成します。 

５ 多様な学びのニーズに応じた拠点の充実 

•  県民一人ひとりが学びたい時に学べる環境を提供するため、博物館等の県立

社会教育施設のハード面、ソフト面の充実を計画的に進め、様々な世代の多様

な興味関心など、文化芸術・スポーツ活動も含めた幅広い学びのニーズに応じ

た学習機会を提供する拠点づくりを進めます。 

•  市町村が設置する公民館等の学びの拠点の発展のため、ニーズに応じた事業

支援や優れた活動の周知・交流を積極的に進めます。 
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１ 市町村やＮＰＯ・各種団体、企業等は、住民のニーズや地域課題を踏まえた

学習機会の提供に努めるとともに、ボランティア活動や地域活動への参画を促す

など、学びと活動が循環する機会づくりに取り組みます。 

２ 県と県教育委員会は、市町村等との連携、協力を図りながら、市町村や各種団 

体等が提供する学習機会をはじめとする関連情報の集約や提供、ニーズに応じた

指導者養成及び研究成果の普及に取り組み、多様な学習を支援する環境づくりを進

めます。 

３ 県教育委員会は、地域における家庭教育や社会教育の充実を図るため、教育振 

興運動を基盤としながら、地域学校協働活動の活性化を推進するなど、その体制

の整備を進めます。 

また、市町村や関係団体との連携を深めながら、県立社会教育施設の充実に取

り組むとともに、社会教育関係団体の支援・育成や団体相互の連携協力を促進し

ます。 

(4) 取組にあたっての役割分担 

(5) 具体的な推進方策 

県内各地での指導者・ボランティア研修会の開催 

県内市町村と連携した生涯学習情報提供システムの内容充実 
多様なニーズに対応した提 提供システム（ホームペー

供コンテンツの充実  ジ）のリニューアル 

障がい者の生涯学 
習活動支援に対す

るニーズの把握 

ニーズに応じた研修の充実 

第４次いわて子ども読書プランの周知・啓発及びそれに基づく読書活動 
の環境充実 

 

第５次いわて子ども読書プランの策定に
向けた実態把握 

 

県内市町村と連携した生涯学習情報提供システムの内容充実

多様なニーズに対応した提 提供システム（ホームペー 
供コンテンツの充実 ジ）のリニューアル 

 

社会教育施設等における公開講座の開催
講座の体系化 

② 岩手ならではの学習機会の提供 

 豊かな自然、文化、歴史等の

資源をテーマとした社会教育施

設等での公開講座の開催 

① 多様な学習機会の充実 

 生涯学習情報提供システムのリ

ニューアル 

 市町村や各種団体等が提供する

学習機会をはじめとする関連情報

の集約及び提供 

 ニーズに応じた指導者養成及び

研究成果の普及 

2023 2022 2021 2020 2019 

５年間の取組（工程表）  

具体的な推進方策 
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③ 学びと活動の循環による地域の 

活性化 

 地域学校協働活動に関する研修

会の充実 

 学習した成果を生かし、意欲的

に地域課題に取り組む人材の育成 

 社会教育関係団体の支援による 

地域づくりへの参画促進 

社会教育関係団体の支援・団体相互の連携協力の促進 

生涯学習推進センターの機能強化 

センター
機能のあ
り方検討 

検討結果に
基づく体制
等整備 

 

センターを核とした県内各地における地域づくり 
 

研修内容の継続的な改善 

地域と学校が連携・協働した活動への参加促進 
（地域学校協働活動の活性化） 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の理解促進と移行奨励 

④ 社会教育の中核を担う人材の育 

成 

 各種指導者研修会の開催及び指

導者相互のネットワーク化の推進 

生涯学習・社会教育関係者・市町村指導者及び地域づくり関係者   
の研修受講促進 

関係者の 
ニーズ把

 
研修の充実とネットワーク化の推進 

市町村の生涯学習・社会教育事業の推進支援と課題解決支援 

⑤ 多様な学びのニーズに応じた拠 

点の充実 

 博物館等の県立社会教育施設の

充実 

県立野外活動センターの復旧 

市町村公民館等の事業支援 

県立博物館及び県立美術館における多様なニーズに応じる企画展の開催 

県立青少年の家における多様なニーズに応じる体験プログラムの実施 

県立野外活動センターの 
造成・グラウンド等工事、 

建築工事 

開所
準備 

開所（供用開始） 

市町村が設置する公民館等の支援 

社会教育施設等の職員研修の充実 
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 ◆グループ協議について                                 

 

１ 目的 

  新たに策定された、「いわて県民計画 2019～2028」「岩手県教育振興計画」に基づき、

協議テーマ「時代の岩手を創造する人づくり・地域づくりの推進～社会の変動に対応し、

岩手らしさを生かした生涯学習・社会教育施策の方向性について」の県としての具体的な

取組について意見交換を行う。 

 

 

２ グループ協議の流れ（全 50分） 

＜各グループの進行・記録： 生涯学習文化財課 社会教育主事・指導主事＞ 

 

 (1) 協議の前提となる事項の説明・確認（５分）                   

  ・ 事務局より協議の柱についての説明を行います。 

  

 (2) グループ協議（40 分）                                                     

  ・ いわて県民計画 2019～2028 で示されている基本方向に基づく県としての取組につ

いて、さらに具体的な取組とするための御意見をいただきます。 

 

協議の柱①「岩手ならではの学びの提供」 

 

協議の柱②「社会教育の中核を担う人材の育成」及び「多様な学びのニーズ

に応じた社会教育施設の充実」 

 

協議の柱③「多様な学習機会の充実を図り、学びの成果を地域の活性化につ

なげる仕組みづくり」 

 

 (3) 協議内容の共有（５分）                            

・ 各グループの記録係（社会教育主事・指導主事）が、協議の要点について発表し、

協議内容を情報共有します。 

資料 10－５ 
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 ◆協議の柱に関する計画中の施策について                             

５ 生涯を通じて学び続けられる場を作ります 

 

（基本方向） 

 生涯を通じて楽しく学ぶことができ、一人ひとりの学びを地域コミュニティの再生・維

持・向上や地域の課題解決に役立てていくため、情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した学習情

報の提供等や、「地域学校協働活動」への参加の促進などにより、多様な学習機会の充実を

図り、学びの成果を地域の活性化につなげる仕組みづくりを推進します。 

 また、県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するため、自然、文化、歴史など、

有形・無形のあらゆる資源を学びの対象や場とすることにより、岩手ならではの学びの提供

に取り組みます。 

 さらに、誰もが学びたい時に学べる環境を整備するため、指導者の研修会等により、社会

教育の中核を担う人材を育成するとともに、多様な学びのニーズに応じた社会教育施設の

充実を図ります。 

 

○協議の柱にかかる県が取り組む具体的な推進方策 

 

協議の柱①「岩手ならではの学びの提供」                        

 

【県が取り組む具体的な推進方策】  

・ 県民一人ひとりの郷土に対する誇りや愛着を醸成するための、社会教育施設等

における豊かな自然、文化、歴史等の資源をテーマとした公開講座の開催 

 

 

協議の柱②「社会教育の中核を担う人材の育成」及び「多様な学びのニーズに応じた

社会教育施設の充実」 

 

【県が取り組む具体的な推進方策】  

・ 公民館の社会教育指導員や地域学校協働活動推進員などの指導者研修会の開催 

・ 研修会での交流などを通じた指導者相互のネットワーク化 

・ 博物館等の県立社会教育施設の計画的なハード面、ソフト面の充実をもとにし

た、幅広い学びのニーズに応じた学習機会を提供する拠点づくりの推進 

・ 市町村が設置する公民館等の学びの拠点の発展のための、ニーズに応じた事業

支援や優れた活動の周知・交流の推進 

資料 10－６ 
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協議の柱③「多様な学習機会の充実を図り、学びの成果を地域の活性化につなげる仕

組みづくり」 

 

【県が取り組む具体的な推進方策】  

 

・ 生涯を通じて楽しく学ぶ基盤づくりのための、読書ボランティアと連携した読み聞か

せなどの幼少年期の読書活動の推進 

・ 市町村と連携した県立生涯学習推進センター等による、 情報通信技術（ＩＣＴ） を

活用した学びの機会や活躍の場等に関する情報の集積・提供などの学習情報提供の仕組

みの充実 

・ 障がい者の生涯を通じた学習活動や、特別な事情により就学困難な生徒等の学習機会

の充実のための個別の学習ニーズに応じた学習相談や情報提供 

・ 県民の主体的な学びの支援のための、図書館における資料・情報の収集・活用の促進

や利用者の学習活動を支えるレファレンス業務の充実 

・ 「地域とともにある学校づくり」や「学校を核とした地域づくり」を推進するフ 

ォーラムの開催を通じた学校運営協議会制度を導入したコミュニティ・スクールや教育

振興運動を中核とした「地域学校協働活動」への参加促進 

・ 地域の活性化に向けた仕組みづくりを進めるためのＰＴＡをはじめとする各種社会教

育関係団体の活動の支援及び団体相互の連携・協力に向けた交流の機会の提供 

・ 地域づくり人材の育成のための県立生涯学習推進センターの活用による教育分野の枠

を越えた地域づくりに関する研修・交流の場の提供 
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